
＋

争
論
士
兵
民
農

に

め

じ

は

論
再
」

朗

史

澤

赤

で
こ
こ

＋

に
ど
な
』
に

解
理
の
）
月そ

智
武
橋
高

だ
ん
呼
を
響

的
日
今
の

う
い
と
」
争
論
士
兵
民
農

の
争
論
る
ぐ
め
を

、
は
の

れ
さ
表
代

。
る
あ
で
と
こ

反

手
や
書
遺
の
兵
徒
学
る

を
解
理
の
士
兵
民
農
、
面

ぐ
め

」
争
論
士
兵
民
農

価
評
を
義
意

の
み
つ
だ
わ

県
手
岩

ま
生
も
見
意
る
す

編
会
談
懇
化
文
村
農

の
こ記

紙
手
の
士
兵
民
農
没
戦

る
な
異
て
っ
立
際
、
は
と

き
捲
を
争
論
の
て
っ

格
性

四
一
』
え
こ

と
こ
す
こ
起

て
れ

あ
が
）
号
六
一
・
号

る
い

史
裕
口
田

の
士
兵
民
農
没
戦

兵
徒
学

』
紙
手

、
は
』

新
波
岩

』
え
こ
の
み
つ
だ
わ
け
き

し
集
蒐
を
紙
手
や
記
手
の

の
こ
。
た
っ
な
と

の
も
た

こ
、
が
る

し
理
整
を
争
論

の

理
整
の
で
文
論
橋
高
の

」
て
っ
ぐ
め
を
任
責
争
戦

七
年
一
六
九
一
、
書

刊
季

や

社
て
し
と

て
果
る
る
流
雲

て
し
と
の
も
た

反
な
的
会

年
近
、
は
て
い
つ
に

、
は

二
』
究
研
任
責
争
戦

＋

〇
二
、
号
八

理
整

智
武
橋
高

士
兵
民
農

こ
、
は

民
農

し
か
し
。）
号
夏
年
〇
〇

し
考
再
を
」
争
論

者
筆
、

の
こ
、
は

の
う
い
と
う
よ

の

す
立
対
と
武
田
安
時
当

て
じ
通
を
理
整
争
論

つ
だ
わ

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

に
方
仕
の
理
整
の
橋
高
は

で
こ
こ
、
が

疑
は

二
第
る

た
し
題
と
」
論
再

次

会
み

戦
の
」
会
み
つ
だ
わ

う
よ
し
」
理
整
を
見
異
の

の
そ
、
り
お
て
っ
も
を
問後

。
る
あ
で
由
理

と
橋
高っ

あ
で
客
論
的
表
代
の
派

べ
述
ら
自
と
た
し
と

。
たう

よ
る
い
て

一
二
六

し
そ

ら
か
点
視
る
な
異
は

、
に

の
橋
高
の
こ
て

」
会
み
つ
だ
わ）

一

＋



年
〇
〇
〇
二

学
法
館
命
立

号
四
・
三

一
七
二

＋

二
六

巻
上
）
号
二
七
二
・

二

）

二

る
れ
さ

意
の
で
部
内

つ
。
る
い

合
に
み
組
枠

戦

と

ま

」
る

程
過
全
の
争

農
没
戦

つ
き
引
に
立
対
見

著
、
と

対
」
派
中

士
兵
民
農
て
け

わ

れ
さ
表
代
に
智
武
橋
高

り
お
て
れ
ら
め
と
ま
て
せ

方
仕
の
理
整
の
こ
り

そ
、

手
の
士
兵
民

種
一
、
は
に

通
を

し
と
方
み
読
の
』
紙

か
場
立
の
派
後
戦
、
て
じ

い
て
れ
さ
価
評
く
高
く
し

し
を
理
整
の
争
論

観
。
る

る

あ
で
の
る
い
て

、
う
い
と
」
派
後
戦

は
れ

だ
わ

の
で
部
内
」
会
み
つ
だ
わ

っ
あ
に
著
顕
が
性
治
政
の

造
創
り
ま
あ
は
て

例
。
た

た
れ
さ
な
ら

が
釈
解
な
的

の
点

問
な
的
極
積
の
一
唯

で
ま
れ
そ
ば
え
い
と
い
違

民
農
は
で
こ
こ
。
た
っ

の

部
内
」
会
み
つ

争
論
士
兵

た
し
在
存
時
当
で

に
場
立
の
橋
高
」
派
後
戦

整
争
論
の
橋
高
ば
え

づ
基

る
い
て
れ
さ

て
い
お
に
理

提
題

木
鈴
い
な
え
思
も
と

方
て
れ
ぐ
す
も
れ
そ
、
起

た
し
う
こ
、
が
だ
と
こ

法

に
武
田
安
、
は

つ
一
つ
一

の
立
対
線
路
・
見
意

表
代

、
は

て
っ
な
と
論
立
た
い

論
の
彦
元

る
見
ら
か
者
筆

、
が
評

の

あ
で
起
提
題
問
な
的

論

違
は
者

筆
、
に
け
づ
置
位

上
り
取
も
章

感
和

＋

を

）
日

川
石

１

初
最
ず
ま

お
な
。
る
あ
で
の
る
じ
感

。
た
し
と
と
こ
る
げ

こ
こ

緯
経
と
台
舞
の
争
論
、
一

た
し
に
考
参
で
こ
こ
、
に

男
武

の
献
文

で

集
る
え
訴
惨
悲
の
争
戦

限
る
す
連
関
と
争
論
、
は

団

。
い
た
し
示
を
覧
一

り
の
士
兵
民
農
没
戦
｜
言
証

紙
手

』
紙
手
の
士
兵
民
農
没
戦

て
え
お
し
集
編
を

評
論
を

」

外
以
争
論
た
し

報
日
手
岩

四
一
月
七
年
一
六
』

文
の

＋

４

井
臼

３

）
日
四

瀬
荒

２

豊

田
安

ず
ら
し
と
び
み
よ

見
吉

の｜
と
務
義
る
あ
栄
光
と
死

武

認
確
の
み
歪
な
的
間
人
非

の
て
し
と
人
本
日
｜
書
遺

に
裏
の
型
り
切
紋

問
を
私

」
声
の
実
真

｜
を

』
紙
手
の
士
兵
民
農
没
戦

」
本
る
け
づ
つ
い

新
書
読
本
日

七
年
一
六
』
人
書
読
刊
週

な
味
気
不
つ
も
の

四
二
月

」
訓
教

二
月
七
年
一
六
』
聞

本
日

年
一
六
』
聞
新
書
読
）
日

＋ ＋

６

）
刊

部
阿

５

三
月
七

一

）
日

川
瀬

８

伯
佐

７

哀

武
田
安
、
ち
の
、
日二

知

体
争
戦

し

の
活
生
村
農
が
て
べ
す

」
さ
実
誠
の
で
ま
い一

彰

大
京
東

」
つ
う
を
胸
ど
ほ
い
痛

男
富

｜
び
叫
の
士
兵
民
農
没
戦

遺
の
へ
年
〇
七
九
一
｜
験

人
本
日
｜
ら
か
根

未
』
書

』
聞
新
学

に
と
心
と
身
の

）
日
九
月
八
年
一
六

月
八
年
一
六
』
日
朝
刊
週

へ
と
こ
る
す
産
生

日
一
一

一
、
社
来

う
よ
く
ず
う
の

け
受

）
録
再
に
年
三
六
九

」
と
あ
傷
た

い
が
ね
な ）

』
聞
新
京
東

」

年
一
六

版
曜
日
タ
ハ
カ
ア

八
年
一
六
』

夕
日
二
月
八

口
川

９

三
一
月

戦

＋

川
阿

林
北

戦歴

行
信

１
｜

の
士
兵
民
農
没
戦

家

つ
｜
記
手
の
士
兵
民
農
没

之
弘

し
ま
つ

」
実
事
う
い
と
死
戦
い
強

正

」
目
け
裂
の
盾
矛

紙
手
の
士
兵
民
農
没

育
教

」

よ
視
を
折
屈
の
史

刊
週
新

則
政
村
中

ら
わ
変
も
今
｜

一
｜

と
想
思
の
革
変
状
現

」
言
証
争
戦
の
つ

耳
に
え
訴
な
か
や

ジ
日
朝

」
う
よ
け
傾
を

一
六
』
ル
ナ
ー
ャ
ジ
日
朝

月
九
年
一
六
』
論
評

八
年

七
二
月
八
年
一
六
』

）
号

」
況
状
の
村
農
ぬ

）
日

新
学
大
都
京

｜
」
会

ー
ャ

手
の
士
兵
民
農
没
戦

〇
二
月
八
年
一
六
』
ル
ナ

日

年
一
六
』
日
毎
ー
デ
ン
サ

六
』
聞

）
日
七
二
月

月
八

』
紙

）
日
一
一
月
九
年
一

」
て
せ
よ
に

）
日
七
二 ）

だ
わ
回
二
第

会
み
つ

ジ
ポ
ン
シ

＋

」
ム
ウ

）
号
２
｜

添
野

民
農

」
告
報

一
』
え
こ
の
み
つ
だ
わ」

議
討治

憲

三
安
野
星
・
武
田
安

」
感
越
優
の
人
識
知

第

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

）
月
〇
一
年
一
六
、
号
〇

）
言
発
の
ら
郎

次
四

つ
だ
わ
回
二
第

、
号
三
三
』
学
科
の
想
思

会
み

」」
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ

）
月
九
年
一
六

だ
わ三

二
六

〇
一
』
え
こ
の
み
つ

）

三

＋



年
〇
〇
〇
二

学
法
館
命
立

号
四
・
三

一
七
二

＋

二
六

巻
上
）
号
二
七
二
・

四

）

四

っ
ぐ
め

瀬
荒

添
野

木
鈴

瀬
牧

井
平

豊

木
鈴

添
野
｜
感
任
責
の
人
性
知

）
月
一
一
年
一
六
、」
て

治
憲

き
べ
す
な
を
何
は
人
識
知

彦
元

」
任
責
争
戦
の
士
兵
民
農

枝
菊

た
母
た
け
づ
つ
り
語
に
石

之
啓

人
性
知

彦
元

任
責
後
戦
の

｜
士
兵
民
農
た
っ
残
き
生

」
に
ん
さ
治
憲

次
四
第も

に
士
兵
民
農
｜
か

想
思

の
及
追
任
責

次
四
第」

ち

五
三
』
学
科
の
想
思次

四
第兵

徒
学
｜

』
学
科
の
想
思

忘

」
さ
容
寛
な
当
不
の
へ

」
験
体
争
戦
の
か
な
の
却

集
特
号
五
三
』
学
科
の東

を
手

農
没
戦

」

次
四
第

）
号
五
三
）
号

科
の
想
思

年
一
六
』
聞
新
学
大
京
東

一
六
』
聞
新
学
大
京

一
一

手
の
士
兵
民

二
月
一
一
年

月

）
号
五
三
』
学

を
』
紙

）
日
二

）
日
五
一

添
野

明

＋

年
二
六

田
安

辺
渡

沢
判

治
憲

本

」
観
民
農
の
人
識
知

味
意
の
新
維
治

第

武

、
中
」）
議
討

」
義
主
意
善
の
人
識
知

武
田
安
、
ち
の
、
月
四

清

体
争
戦

か
場
立
の
士
兵
民
農
還
帰

弘

像
士
兵
民
農
た
れ
さ
曲
歪

｜
る
え
考
を
方
み
読
の

次
四農

没
戦

、
号
六
三
』
学
科
の
想
思

言
発
郎
五
仁
羽

次
五
第

六
』
論
公
央
中

験

特
号
一
』
学
科
の
想
思

書
遺
の
へ
年
〇
七
九
一
｜」

ら

に
』

次
五
第

」

』
学
科
の
想
思

次
五
第

士
兵
民

一
』
学
科
の
想
思

六
ま
読
う
ど
は
』
紙
手
の

月
一
年
二

）
月
二
一
年
一

集

）
号

び
再録

再

手
の
士
兵
民
農
没
戦

｜
か
た
れ
）
号

）
号
一

）
」

』
紙懇

化
文
村
農
県
手
岩

編
会
談

、」
て
っ
ぐ
め
を

波
る
が
広

＋

、』
紋

藤
佐

橋
高

川
石
部
学
農
学
大
手
岩第

男
忠

究
研
男
武

」
方
仕
の
養
供
な
的
期
画

智
武

下
・
上
」
争
論
士
兵
民
農

告
報
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
回
三

）
内
室村

中
」

年
二
六
』
聞
新
書
読
本
日

月
四四

一
』
え
こ
の
み
つ
だ
わ則

政

号
二

の
集
編
』
み
つ
だ
わ
続

一
、
月
八
年
二
六
・

）
日

」
場
立

三
六
・
号
六

年一
』
え
こ
の
み
つ
だ
わ

一
年
二
六
・
号
五

）
月
四

一

＋ ＋

）
月

十争
論
の
こ

参

年
五

学
没
戦
、
は

の
そ
、

わ
回
四
第
｜
代
現
と
争
戦

瞳

口
山
）
考

だ

な
要
主
の

の
氏
満
利
分
江

他

た
わ
に
度
二
、
は
台
舞

に

と

兵
徒

の
記
上
、
下
以
。
も

あ
で
体
団
た
し
と
心
中
を

ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
会
み
つ

る

」
告
報

」
活
生
な
雅
優る

』
全
大
瞳
口
山

』
紙
手
の
士
兵
民
農
没
戦

で
）
示
表
で
号
番
は
文
論

次
二
第

と
る
あ

し
親
と
」
会
み
つ
だ
わ

九
一
』
え
こ
の
み
つ
だ
わ

社
潮
新
、
巻
一
第

六
・
号

ん
組
を
集
特
の

）
年
二
九

だ
。
う
よ
え
い

学
科
の
想
思

関
い

時
当
の
こ
、
し
だ
た

次
二
第
、
り
あ
に
係

』

）
月
一
一
年
三

だ
わ

記
上

、

の

」
会
み
つ

』
学
科
の
想
思

て
い
開
回
一

年
毎
は
で

、

。）

＋

当
不
ち
が
な

こ

割
六
の
の
も

書
読
本
日

る
い

没
戦
、
は
で

う
よ
の

九
一
、
で
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ

る
見
ら
か
点
た
し
う
こ

六

い
な
は
で

の
こ
、
と

』
聞
新

た
し
理
整
を
争
論

、
４
、
２

）

い
て
め
占
を
上
以

大
京
東

に

。
る

深
に
争
論
」
会
み
つ
だ
わ

蒐
を
紙
手
の
士
兵
民
農

く

年
一

纂
編
し
集

っ
た
わ
に
回
三
の
年
三
六

を
争
論前

の
そ
と
」
会
み
つ
だ
わ

の
述

、
も

聞
新
学

え
こ
の
み
つ
だ
わ

』

、
６

、

は
に
の
た
っ
わ
関

論
が
）

き
動
る
す

の
り
な
れ
そ
、

て
そ
、
り
知
ら
か
く
早
を

て
げ
上
り
取
を
題
問
の
こ

れ
わ
な
こ
お
で
辺
周

る
い

論
の
載
掲
』

位
と
争
論
た

の
争

上
以
。）
る
あ
で
文

の
こ
、
り
お
て
っ
な
と
場

と
も
。
た
っ
あ
が
由
理

四

な
的
意
好
に
れ

二
第
と
も

い
て
し
示
を
応
反

、
１
｜

、
も
の
る
け
づ
置

、
２
｜

誌

、
は
で
外
以
誌
二
の

あ

次

た
げ
挙
に
こ
こ
で

二
第
。
た

」
会
み
つ
だ
わ

次

だ
わ

＋

照
を
面
側
的

事
」
会
み
つ

連
に
ち
だ
た

み
つ
だ
わ

民
農

こ
、
は
肇
下
山
の
長
局
務

し
と
の
も
す
だ
し

の
本
の

」
力
協
携

て
め
わ
き
、
て

会

述
と
る
あ
が
要
必
る
す

一
、
も
て
し
と
織
組
の
」

六
九

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

を
き
動
の
纂
編

意
な
大
重

徒
学
み
つ
だ
わ

べ

で
の
も
つ
持
」
を
義肇

下
山一

年
〇

考
を
階
段
現
の
会

兵

生
学
没
戦
本
日
の
月
二

た
っ
異
た
ま
は
と
合
場
の

、
て
し
と
る
あ

争
戦

」
る
え

も
は
会
み
つ
だ
わ

記

三
』
え
こ
の
み
つ
だ
わ

会
念

い
誓
の
戦
不

び
よ
の

五
二
六

ろ
ち

活
生
な
か
豊
の
験
体

〇
六
・
号

と
動
運
の
こ
ん」

け
か

、）
月
六
年

み
つ
だ
わ

）

五

＋



年
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二

学
法
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号
四
・
三

一
七
二
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二
六

巻
上
）
号
二
七
二
・

六

）

六

べ
述
と
」
る

六
』
え
こ
の共

」
会
み
つ
だ

の
こ
た
まし

あ
で
様
多
種

批
る
す
鳴

二
一
年
〇
六
・
号

他
し
か

、
は
で
）
月

徒
学
、
は
争
論

。
た
い
て

方
一
の

験
体
の
て
し
と
兵

判

あ
で
客
論
な
的
心
中
の

う
こ
、
れ
現
と
々
続
が
者

夫
邦
鳥
白
、
が
た
っ

た
し

え
い
ら
か
面

次
雄
田
会
、

の
こ

奇
は
争
論
の
こ
、
ば

検
で
地
各
が
画
企
な
う
よ

武
田
安
た
し
と
礎
基
を

討

批
の
田
安
。
た
っ

判
批
の

な
と
争
論

添
野
、
は
に
判

ら

二
第
。
る
あ
で
の
た
っ

解
見
の
田
安
、
は
員
会
の

え
い
も
と
争
論
な
妙

同
に

の
こ
、
れ
さ

や
田
安
。
る

さ
移
に
行
実
に
会
機

り
お
て
し
発
を
端
に
）
４治

憲

の
そ
、

、

、

次

彦
元
木
鈴
・）

も
で
中
の
」
会
み
つ
だ
わ

っ
あ
が
ろ
こ
と
る
す
調

こ

し
判
批
が
添
野

で
う
よ
た

こ
る
れ

瀬
荒
、
は
に
中
た

二
第
は
田
安

す
待
期
を
と

次

わ

、

見
意
の
で
点
の

の
ど
な
）

評
書
の
豊

。
る
あ

多
は

き
が

い
て
れ
ま
含

も
）
２

の
で
」

＋

定
を
ス
ン
タ

の
て
べ
す
た

た
し

わ
い
を
争
論

が
広

批
の
ら
彼
、
が
た

あ
で
）

み
読
の
紙
手

よ
に
な
は
評

者
論

へ
方
け
づ
置
位
・
方

の
者
編
の
こ
、
は

い
て
し
論
議
て
め

が
え
ま

す
観
傍
ば

。
る
あ
で
の
る

る

で
形
な
確
明
、
で
形
る

加
け
付
に
尾
末
の
』
紋
波

る
ま
は
れ
そ
、
が
る

ら
え

も
り、

が
争
論
で

』
紙
手
の
士
兵
民
農
没
戦

に
れ
そ
、
り
あ
で
判
批
の

と
」
き

を
論
異

し

解
理
の
で
」
き
が
と
あ

論
は
で
味
意
の
そ
、
し
か

て
し
加
参
は
に
争
論

の
争

た
れ

編
。
い
な
い

｜
る
え
考
を
方
み
読
の
本

士
兵
民
農
の
人
識
知
市
都

て
っ
よ
に
者
編
の誤

の
へ

、
た
れ
か
書

た
っ
あ
で
の
も
た
し
呈

ま

頭
念
を
釈
解
や

て
し
そ
。

の
来
本

れ
そ
、
て
い
お
に

え
い
も
と
る
あ
で
者
事
当

は
応
反
の
一
唯
の
ら
か
者

争
論
、』

紙
手
の
士
兵
民
農
没
戦

か
る
い
て
し
発
に
解

ど
は

や
」
き
が
え

批
に
う
よ
の

し
加
参
に
争
論
の
こ

と
あ

こ
る

ス
の
己
自
る
す
対
に

章
文
の

、
は
者
編
の
本
の

た
れ
ま
読
う

録
再
部
一
を

あ
で
の
も
た
し
評

」
｜
か

っ

＋

を
争
論
ず
ま
で
こ
そ 。
た

県
手
岩
、
で
上
る
す
明
説

纂
編
の
会
談
懇
化
文
村
農

ら
か
場
立
の
て
っ
た
当
に

。
い
た
き
い
て
し
明
説

＋ ＋

の
こ

農の
ら
れ
こ

そ

か
な
ぎ
過
に

き
が
と
あ

評
、
に
こ

懇
化
文
村
農
県
手
岩
、
二

し
理
整
を
」
争
論
士
兵
民

は
」
く
多
の
評
書

橋
高
た

」

類
に
り
余

懇
文
農
県
手
岩
た
れ
現
に

。
る
い
て
し
評
と
た
っ

の

い
い
の
ち
た
者

橋
高
の
こ

実
誠
不
な
ん
げ
か

場
立
の
会
談

、
は
）で

的
型

の
士
兵
民
農
没
戦、

り
あ
」

適
を
）
釈
解

が
」
分
部
大

批
の

レ
ア
、
し
化
消
に
当

に
綮
肯
か
な
か
な
、
は
評

て
っ
取
み
読
を
け
だ
さ

当

行
発
の
』
紙
手で

の
る
い

書
の
く
多
の
後
直

、
ら
な
う
い
と
り
き
っ
は

多
に
れ
そ
、
し
ジ
ン

書
原

る
い
て
っ
た

的
人
個
の
少

る
あ

な
ら
な
ば
ね
わ
言
と

ろ
し
む
、
が

に
介
紹
や
評兵

民
農
没
戦

の

、
て
い
つ

交
を
懐
感

と
」
き
が
え
ま

し
だ
た
。
い

」
の
も
た
え

一
の
』
紙
手
の
士

は
橋
高

っ
あ
に
点

、
は
徴
特
の

つ

た

＋

に

農
没
戦

に
隊

は
と
兵
徒
学

が
と
あ

者
編

の
種
一
で
活

を
問
疑

が

」
き
が
え
ま

紙
手
の
士
兵
民 。

が
と
あ

で
」
き

者
編
の
こ
、
は
』

明
、
て
し
通
を
方
み
読
のな

的
蹠
対

き
抱

い
て
し
励
精
に
務
軍

学
た
っ
い
て
し
死
戦
つ
つ

徒

済
験
経
が
」
験
体
兵
年
初

示
提
て
っ
よ
に
」
き

で
み

の

が
釈
解
た
し

」
き
が
え
ま

の
つ
一
な
確

」
き
が
と
あ

農
る

い
て
し
を
起
提
題
問

と
る
あ
で
」
姿
の
士
兵
民

し
対
に
の
た
し
示
を
像
兵

っ
よ
に
と
こ
る
あ

こ
こ
、

の
者
読
、

活
生
隊
軍
、
て

の

縛
く
強
を
方
み
読
の
本

る
い
て
れ
さ
纂
編
で
場
立

っ
あ
が
徴
特
に
点
る

い
と

い
よ
て
っ
言

で
こ
そ
。
た

。

軍
は
で

の
み
つ
だ
わ
け
き

た
持
を
問
疑
に
争
戦
や
隊

と
の
も
い
ら
つ
に
別
格
を

い
て
っ
持
を
力
る

け
受
も

提

特
、
く
な
で
け
だ
う

る

え
こ

、
は
の
る
い
て
し
示

常
日
、
ず

軍
や
争
戦
が
』

、
ず
め
止

生
村
農
の

嫌
も
人

＋

隊
軍
る
が

ま
、
も
者
働

の
長
延
の
育

、
で
中
の
列

民
農

も

が
と
こ
な
由
自
不
つ
一
何

般
一
、
ち
持
を
」
味
意

あ

に

く
た
っ
ま
も
民
農
た

民
農

を
列
序
の
そ

い
扱
な
等
平

」
て
だ
手
る
得
え
変

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

ん
せ
ま
り

対
を

農
る
め
止
け
受
」
と

社
る
」
れ
く
て
っ
扱
に
等

さ
摘
指
が
と
こ
た
し
を
」

、
は
て
し
と

い
て
れ

士
兵
民

占
て
い
お
に
隊
軍

会

ろ
し
む
。
る
あ
で
姿
の

、
で
中
い
な
の

か
し
。
る

会
都
は
で
隊
軍

も

階
た
め

び
き
の
序
秩
層
階

た
っ
あ
が
」
数
の
星
、
級

七
二
六

も
人

教
校
学
が
育
教
隊
軍

村
農
い
し

労
も
リ
テ
ン
イ

さ
調
強
が
と
こ

序
の
会
社

て
れ

）

七

＋



年
〇
〇
〇
二

学
法
館
命
立

号
四
・
三

一
七
二

＋

二
六

巻
上
）
号
二
七
二
・

八

）

八

の
こ
。
る
あ

ま
つ
。
る
い

の
民
農

う
よ

と
こ
う
い
と

に
ず
得
し

底

の
こ
り

な
け
い
は
て

な

軍
、
は
で
」
き
が
と
あ

抱
を
れ
憧
い
よ
つ
に
隊
軍

さ
し
貧
の
活
生
ぬ
れ
知

かる
あ
に
」さ

れ
わ
あ
た
っ
い
で
ん
死

、
が
」
ば

ん
こ
、

」
い

こ
い
い
の
り
わ
ざ
耳

で
こ
こ
、
に
う
ふ
う
い
と

会
社
や
放
解
己
自
を
隊

は

で
ま
願
志
、
せ

の
昇
上
的

れ
さ
と

民
農
」
た
め
し
せ

は
ら
彼
に
ら
さ
。
る
い
て

ど
が
方
に
死
な
め
じ
み
な

あ
ば
れ
あ
で
ば
と

あ
に
こ

の
そ
、
ど
ほ
る

死
戦
の
誉
名

捉
と
会
機

れ
さ
判
批
が
論

兵

打
を
像
士
兵
民
農
る
え

な
的
本
根
た
れ
ま
生
の
士

あ
で
者
害
被
の
争
戦

因
原

、」
う
ろ

に
の
な
筈
る

よ

に
ち
た
私
る
え
考
う
こ

か
ず
み
、
で
ば
と
こ
な
う

言
発
の
こ
。
る
い
て

を
ら

い
て
し
出
ち

れ
さ
表
代
に

れ
よ
に
者
編
、
は

で
の
る

は

覚
自
を
と
こ
の
そ
、

ば

、

死
戦
の
誉
名

よ
る

し
さ
得
納
も
を
他
も

を
争
戦
は

に
こ
こ
、
に
う

兵
民
農
た
ま

肯

＋

農

編
し
か
し

ら
さ
は
れ
そ明

重
も
最
て
し

配
の
へ
耕

し
定

る
い
て
し

る
す
美
賛
て
し
と
」
霊
英

さ
死
戦
と
ざ
む
ざ
む
を
士

及
追
を
任
責
争
戦
に

た
せ

主
の
ち
た
者

に
場
立
る
す

、
慮

そ
、
は
心
中
の
点
張

わ
さ
ず
た
に
耕
農
て
し
そ

あ
で
の
る
い
て
れ
さ
視

る

男
武
川
石
。

者
編
。
る、

は
）
１

評
士
兵
民
農
な
う
よ

を
命

し
判
批
を
価

さ
求
追
だ
ま
は
任
責
の
そ

の
も
る
い
て
っ
立

く
つ
れ

点
た
し
う

。
う
よ
え
い
と

族
家

い
な
は
で
の
る
あ
に

さ
記
が
り
や
い
も
お
の
へ

男
武
川
石
る
あ
で

れ

に
つ
せ
い
た

川
瀬
や
）
１

そ
、

つ
り
守
を
れ
そ
、
し

る
す
と
う
よ
し
抗
抵
に
れ

な
え
い
は
と
る
い
て
し

平

。

も
と
」
い

の
そ
に
紙
手
の
ど
ん
と
ほ

、
が
」
と
こ
た
い
て

々
時

男
拓

の
士
兵
民
農

し
う
こ
、
は
章
文
の
）
８

来
未
、
は
い
が
ね
く
ぬ
ら

れ
ら
見
が
向
志
和

な
つ
に

に
う
よ
る
い
て
べ
述

。
る

特

て
せ
わ
合
に
候
気
の

、

を
点
た

と
の
も
す
示
を
質

で
い
願
る
が

説
て
し
足
補

。
る
あ

＋

没
戦
、
を
と

が
い
願
の
そ

ど
い
な
は
で
現

の
ら
れ
こ

あ
で
の
も
い
細
か
に
な
ん

若
の
村
た
っ
い
て
し

て
っ

い

ず
う
、
は
ば
と
こ

し
ま
た

う
ろ
あ
で

産
生
な
う
よ
く

も
。
る
い
て
っ
語
と
」
か

は
、
し
ら
と
ふ
を
れ
そ
、

を
声
、
が
ち
た
」
い

く
ぐ

、
欲
意
の
へ

け
さ
に
り
限

こ
こ

も
と
と
の
も
る
す
愛

底
の
心
の
士
兵
民
農
は
に

現
、
が
み
営
く
い
で
ん

に

で
の
る
い
で
ん

き
生
に
代

活
生
に

、
べ
述
と
」
る
あ

い
｜
和
平
う
い
と
い
た
し

康
健
の
て
し
と
者
産
生
、

う
い
と
だ
義
意
る

和
平
な

は
男
拓
川
瀬

こ
の
望
渇
の
へ
ち
の

、）
８

い
て
し
在
潜
が
向
志

表

＋ ＋

な

者
編
お
な

認
う
い
と
た

、
め
認

的
性
個
い

農
県
手
岩

紙
手
の
ら
れ

比

も
す
示
を
識

、
の
逆
く
全

こ
は
ち
た

。
う
ろ
あ
で
の

な

紙
手
た
れ
さ
録
採
に
こ

し
択
選
て
し
視
重
を
紙
手

み
に
目
大
を
閲
検
的
較

た

め
極
に
時
同
は

」
た
れ
ら

化
文
村

る
あ
の
性
遍
普
て

は
さ
ク
ー
ニ
ユ
の
会
談
懇

す
有
を
向
志
和
平
ば
わ
い

る

文
り
ま
決
な
的
一
画
、
が

い
て
べ
述
を
と
こ

多
の
句

そ
て
し
そ
。
る

や
」
兵
年
古

で
紙
手

紙
手
の
」
官
士
下

と
か
い
な
は
で
の
」
る
あ

き
抱
を
感
近
親
に
隊
軍
、

像
民
人
き
べ
る
あ

隊
軍
、

兵
民
農
い

こ
起
り
掘
を
」

の

、
は
で
中
の
紙
手
の
士

、
で
点が

手
な
殊
特
で
味
意
る
あ

を
と
こ
る
い
て
っ
な
く
多

っ
あ
で
の
る
す
解
理

認
承

か
辺
底
に
的
発
自
を

。
た

観
う
い
と
す

農
る
え
支
ら

対
相

明
説
て
し
脚
立
に
点

る
あ
で
紙

少
の
数
は
に
的

お
な
、
つ
つ
し

を
と
こ
」

し

は
と
れ
そ
、
を
像
民

こ。
う
ろ
あ
で
点
た

つ
を
動
運
化

民
農
没
戦

＋

そ
、
り
あ
で

に
」
い
し
ま

さ
示
提
で
ル

実
現
の
民
農

紙
手
の
士
兵

う
い
と
源
給

の
』

る
い
て
け
づ

」
き
が
え
ま

ぶ
学

の
士
兵
民
農
没
戦
。

想
発
う
い
と
」
動
運
化
文

だ
の
す
こ
起
り
掘
を
れ

に

。
た
っ
あ
で
態

観
う
い
と

い
て
れ

者
後
し
対
に
れ
こ

の
者
前
。
う
よ
え
い
と
る

種
一
ら
か
前
戦
、
に
う
ふ

の

、
は
に

伝
手

談
懇
化
文
村
農
県
手
岩

の
そ
も
と
こ
る
め
集
を
紙、

は

つ
一

が
姿
の
」
民
人
き
べ
る
あ

い
て
れ
ま
刻
く
濃
色
が
点の

前
。
る

の
」
像
民
農
の
向
志
和
平

な
け
だ
う
い
と
像
民
農

方

し
在
存
が
」
説

市
都
、
ら

わ
の
会

り
あ
で
の
た
い
て

の
民
農
、
は
達
し
た

て
べ
述
と
」
た
っ
あ
で

た

の
民
農
の
実
現

、
が
る
い

の
者

の
」
い
し
ま
た

」
像
民
農
る
え
支
を
隊
軍

底
の
心
の
士
兵
民
農
、
は

北
東
い
な
れ
さ
化

さ
隠
に

し
っ
け
、

民
農
な
朴
純
の

ま
い
し
珍
が
体
自
れ
そ
て

の
こ

文
ぶ
学
に
」
い
し

の
民
農

は

ず
は
る
す
在
存
に
中

た

願
た
れ

の
前
戦
ば
わ
い
、

軍
い
強
そ
こ

ェ
ヴ
レ
の
望

。
い
な
は
で
の
も

供
の
隊

逆

＋

性

を
者
両
の
こ

の
者
後
に

引
に
章
文
の

、
り
あ
が

民
農

の
」
像
衆
民
の
向
志
和
平

こ
と
た
け
つ
び
結

だ
点
観

起
提
題
問

五
九
一
、
に
ろ

き

あ
も
力
撃
衝
の
て
し
と

解
理
を
書
本
、
て
れ
ら
ず

た
し

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

後
戦
た
ま
れ
こ
、
ら
な
け

六
ら
か
末
代
年
〇

和
平
の

で
の
た
っ

い
と
初
代
年
〇

の
こ
。
る
あ

多
が
介
紹
・
評
書

が
と
あ

共
に
義
主

そ
、
は
の
な
数

う

ら
見
て
れ
ふ
り
あ
に
通

県
手
岩
、
の
で
点
時
の
こ

ま
、
て
っ
添
に
」
き

村
農

あ
で
え
ゆ
の

く
な
少
は
た

。
た
っ

九
二
六

化
文

。
る
あ
で
点
観
る
れ

も
と

自
独
の
会
談
懇

」
き
が
と
あ

）

九

＋



年
〇
〇
〇
二

学
法
館
命
立

号
四
・
三

一
七
二

＋

三
六

巻
上
）
号
二
七
二
・

〇

）
〇
一

甘

よ
え
い
も
と

え
言
に
逆

な
識
認
い、

う

」
え
構
身
の

頑
の
）

こ
ば

士
兵
民
農
没

の
ら
彼

、
は
争
論
士
兵
民
農
の

て
し
と
主
は
れ
そ
。
う

あ

か
い
な
は
で
の

、
の
者
後

発
反
な
な

問
疑
う
い
と
、

男
忠
藤
佐
、
は

る
い
て
い
づ
基
に
け
だ

）

触
抵
に
点
脚
立

な
は
で
の

』
紙
手
の

あ
で
の
も
る
す

と見
意
の
つ
二
て
い
つ
に

逆
に
方
み
読
の
で
」
き
が

の
向
志
和
平
で
康
健

う
ら

発
に
疑
懐
・

は
た
ま
民
農

測
推
が

の
こ
。
る
い
て
し

に
う
よ
る
す

前
が
れ
そ
、
く

対
に
者
死

の
述

る
あ
で
ら
か
た
っ

の
民
農

い
て
出
が

で
味
意
の
そ
。

、を
紙
手
う
い
あ
あ
。
る

る
な
異
は
と
」
き
が
と
あ

う
い
と
像
士
兵
民
農

書
本

に
判
批
の
種

農
、
が
解
理

る
す

手
岩
の
後
、
る
す
対

、
い
ま
け
つ
け
受
は
罵
悪

と

化
文
ぶ
学
に
」
い
し
ま
た

」
動
運仁

羽
つ
立
に
」
観
史
民
人

ジ
レ
は
民
農
た
い
書

郎
五

ら
か
解
理
の

し
ス
ン
タ
ス

れ
離
を
態
実
の
民

た
じ
生

い

会
談
懇
化
文
村
農
県

た

こ
お
を

意
善
な
的
能
本
う言

発
の

い
と
う
お
な

、）

い

書
に
的
語
反
ら
が
な

戦

、
は
）
る
い

、
か
の
た

＋

て

争
論
の
こ

面
一
の
争
論

気
本
も
と
れ
そ

問
を
私
の

の
争
論

と
こ
う
い
あ
あ
で

ー
ロ
ォ
フ
に
確
正
を
過
経

え
い
も
と
言
発
た
い
突
を

。
う
よ

治
憲
添
野
・
武
田
安
、
三

作
を
け
か
っ
き
の
つ
一
の

」
本
る
け
づ
つ
い

の
た
っ

た
い
書
を

の
そ
た
し
題
と

し

で
論
議
う
い
と
、
か
の

論
、
し
い
な
も
で
言
発
た

の
争

判
批
の

評
書
の
豊
瀬
荒
、
は

手
岩
、
は
評
書

あ
で
）
２

と
」
す

談
懇
化
文
村
農
県

理
整
う
い

て
し
と
理
整

仁
羽
ん
ろ
む

た
っ

な
ン
カ
ン
チ
ン
ト
は

。

ず
ら
し
と
び
み
よ

の
会

の方
み
読
の
で
」
き
が
と
あ

こ
と

て
え
考
と
者
前
、
は

日
｜
書
遺

、
が
る
あ
が
ろ

な
ぎ
継
け
受
を

し
と
人
本

、
ら
が

＋

ら
専

で
の
も

に
れ
ぞ
れ
そ

名
無

の
民
国

そ
、
く
な
は

る
あ

の
現
表
の
」
情
心
の
通
共

し
対
に
の
る
あ
で
的
性
個

を
解
理
う
い
と
」

民
農
、

た
せ
さ
う

。
た
い
て
し
示

問
る
あ
で
発
告
の
へ
々
人

て
し
と
題

の
士
兵

た
じ
論
を
」
紙
手

そ

的
一
画
て
し
概
は
紙
手

が
情
心
の
そ
て
し

さ
明
説
と
」
だ
の

の
時
当

っ
あ
で
の
も

。
る
い
て
れ

あ
で

戦
、
は
で
こ
そ
。
た

、
り

流

い
が
ち
の
遇
境
、
層
階

い
て
れ
さ
現
表
で
」
語
行

、
た
ま

こ
る

ま
ど
長
隊
分
が
い
ぜ
い
せ

え
さ

が
紙
手
の
兵
徒
学
没

、
は
と

の
か
ず
わ
く
ご

兵
民
農
の
り

で
罪
の
等
彼

ち
た
士

＋ ＋

を
件
条
た
れ

は
て
っ
と
に起

瀬
荒
の
こ

て
れ
ら
語
てあ

見
も
に
中
の

の
も
る
す

。
る

違
は
と
兵
身
出
徒
学
、

手

も
と
と
る
べ
述

表
、
て
っ

、
に

い
多
の
例
る
い

の
へ
族
家

評
書
の

し
摘
指
を
」
と
こ

し
と
題
問
の
論
現
表
、
は

の
こ
し
か
し
。
た
っ
あ
で

あ
で
向
傾
る
れ
ら

の
瀬
荒

、
が
る

、
は
に
」
紙

紙
手

の
現

が
ち
の
遇
境
、
層
階

え
さ
具
用
や
間
時
の
め
たは

」
情
愛

き

い
て

で
」
現
表
た
し
折
屈

て

。
る

こ
る
げ
上
り
取
を
」
紙
手

問
の
つ
二
、
は
に
解
見

と

没
戦
の
主
の
」

っ
あ
が
題

に
」
い

括
一
を
士
兵
民
農

な
れ
ら
見
は
差
人
個
る
よ

た
い
て
れ
さ
約
制
く
し
び

と
る
い
て
れ
さ
示

、
と
」

、
て
しれ

そ
、
て
っ
よ
に

の
情
愛

に
う
よ
た

の
争
論
の
降
以

し

編
は
つ
一
の
そ
。
う
思

ス
マ
の
名
無
ば
わ
い
、
て

う
ろ
あ
で
の
た
っ
か

し
と

が
現
表
の
そ

一
う
も
。
か

通
を
銭
金
が
白
表

さ
約
制

者

提
を
マ
ー
テ
の
つ
一

じ

の

い
て
え
捉
て

」
き
が
と
あ

士
兵
民
農
、
は
つ

で
点
る

に
紙
手

の

民
農
、
し
い

当

＋

で
図
意
る
す

と
う
ろ
だ
認民

の
武
田
安

通
を
銭
金
が

」
語
行
流
の
時

般
一
士
兵

と
士
兵

か
多
が
現
表
の
で

徒
学
も
か
た
あ
て
っ
違
は

ら
れ
こ
。
る
あ
で
点
う
い

で
の
も
た
れ
か
書

農
、
は

ら
語
て
じ

そ
、
が
う
ろ
あ

批

こ
い
多
の
例
る
い
て
れ

評

、
は
）
４

と
評
批
の
へ

を
験
体
争
戦

た
っ

し
と
主
、
り
よ
う
い

、
は
のは

に
兵

々
人
た
せ
さ
う
そ

民

や
間
時
の
め
た
の
現
表

な
得
を
る
ざ
た
持
が
士
兵

見
が
方
仕
の
護
弁
の

っ
か

し
摘
指
を
」
と

な
い
違
当

者
つ
持

要
重
は
の
る
い
て

い
書
」
で
場
立
の
て
し
と

や
兵
年
古
の
身
出
民
農
て

の
る
あ
で
発
告
の
へ

士
下

保
が
」
具
用

う
い
と
」
だ

表
た

う
よ
た
い
て
れ
さ
障

ィ
デ
ン
ハ
の
で
上
の
力
現

え
い
は
と
。
る
あ
で
の

を

。
た
っ
あ
で
点
な

」
紙
手が

る
あ
で
評
書
る
す
と
た

あ
で
評
批
の
へ
官

れ
そ
、

味
意
は
の

徴
特
に
点
た
っ

事
、
は
言
発
な

な
ら
通
が

護
弁
は
く
ら
そ
お
、

誤
実

、
は
に

む
読
く
よ
は

現
表
の
情
愛。

る
あ
が

農
、
と

民
農
没
戦

＋

も
れ
そ
は
身

紙
手
の
士
兵

向
傾
る
す
視

の
こ

民
農

に
紙
手
た
れ
さ
録
採
に
』

民
農
は
に
的
本
基

編
、
は

た
っ
あ
が

代
を
般
一
士
兵

書

次
の
田
安
。
る
あ
で
の

的
命
致
、
で
上
集
編
の
物

欠
な

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

に
う
よ
る
べ
述
が
身
自
者

と
だ
の
も
る
す
表

兵
年
古

な
う
よ
の

兵
年
古
、
て
し

陥

突
を
点
の
こ
、
は
摘
指

歴
略
の
士
兵
の
々
個
、
は

多
が
紙
手
の
官
士
下
や

欄

、
と
官
士
下
や

の
た
っ
か

い
て
い

士
兵
の
級
下
り
よ記

が
日
月
年
隊
入
に

。
る

な
い
て
れ
さ

一
三
六

ち
た

自
者
編
、
が
る
あ
で

で
と
こ
い

無
を
い
違
の
と

。
る
あ

中

）
一
一

＋



年
〇
〇
〇
二

学
法
館
命
立

号
四
・
三

一
七
二

＋

三
六

巻
上
）
号
二
七
二
・

二

）
二
一

っ
が
ち

入
）
略

想
に
易

う
ろ
あ

、
は
主
戦

記
の
日
月
年
隊

は
で
こ
こ

る
い
て

か
と
こ
い
な
が
載、

う
い
との

」
て
に
線

を
験
体
争
戦

死
戦

は
に
絵
口
の
扉
の
章

准
き
と
の
歳
六
十
二
た
し

、
と
こ
い
な
が
筈

尉

の
く
つ
が
像

先
一
）
略
中

と
士
兵
民
農

。」
る
あ
で

起
ら

、
も
て
っ
言
に
口
一

で
隊
軍
、
は
合
都
不
る
こ

も
で
誰
ら
な
」
者
つ
持

は

、

い
て
っ
知

を
筆
い
な
た
つ
は
兵
民
農

六
か
ず
わ
。
る
あ
で

っ
と

や
兵
等
上
で
抜

に
年
七
、

軍
の
そ

兵
た
っ
な
に
長
兵

一

て
っ
よ
に
級
階
の
内
隊

の
彼
、
と
兵
等
上
と
兵
等

に
昧
曖
、
が
実
事
る

き
生

て

る
い
て
れ
さ

准

し
、
が
る
あ
て
し
註
と

士
兵
た
え
し
級
進
で
ま
尉

合
具
な
ん
ど
、
が
士

、
が

に

に
務
軍

る
な
異
が
」
件
条
る
き
生

た
っ
ま
が
件
条
る

、
と
こ

こ
、
し
か

。」
だ
と
こ

くの
紙
手
の

い
な
た
つ

、
か
た
し
」
励
精

で
士
兵

く
し
ま
ざ
め
に
ら
さ

容

無
、
て
っ
違

す
」
級
進

＋

描

同
と
れ
そ

準
基
の
け
分

者
編
、
き

そ
と
士
兵
る

ご
の
猿

業
学

マ
の
名

と
士
兵
い
な
で
う

一
を
士
兵
民
農
て
し
と
ス

場
の
田
安
、
は
の
る
な
と

軍
、
は
田
安
に
時

は
に
合

認
の
ち
た

置
に
辺
底
の
隊

半

申
を
議
異
に
力
強
に
識

う
い
と
隊
軍
、
で
ば

が
悪
で
雑
猥
く
と

会
社
実

そ
、
は
で虐

惨
、
く
こ
し

括

と
こ
る
な
異
が
質
資
の

を
れ
そ
、
く
な
で
の
る
す

の
士
兵
の
れ
ぞ
れ
そ

型
類

徒
学
た
れ
か

あ
で
歴
隊
軍

立
し

そ
、
ら
か
点
視
の
兵

。
た
っ
あ
で
の
る
い
て
て

た
れ
ま
こ
り
抛
如
突
に
」

間
人
非
に
で
ま
な

が
く
ぼ

さ
摘
指
が群

の
々
人
な
的

分

。
る
あ
で
の
る
い
て
れ

る
す
と
う
よ
え
捉
て
し
け

民
農
の
ら
れ

。
た
っ

向
志

内
、

下
や
兵
年
古
の
身
出

う
い
と
班
務

」
た
っ
あ
で

の
」
家
の
死

が

と
豊
瀬
荒
は
に
こ
こ

。

を
官
士

型
類
の
そ
。
る
あ

た
見
で
か
な

に
う
よ
の
次

、
は
の
も

＋

く
深
り

か
だ

、
は
く
ぼ
ら

こ
ぶ
学

の
こ

の
こ

あ
味
間
人
、

読
を
」
紙
手

物
書

他
、
が
等
彼
る
れ
ふ

姿
な
う
よ
の
ち
た
者
編
の

兵
憲
。
い
ま
き
で
は
と

勢

感
な
雑
複
で
ん

、
が
長
曹

は
で
方

い
な
得
じ
禁
を
慨

ま
ど
ほ
れ
あ
て
し
う
ど
、

、

者
若
の
村
な
康
健
で
良
善

な
う
よ
の
謡
童
で
舎
獄

た

家
。
だ
の
う
い
と

書
を
詩

人
非
に
で

、
て
っ
向
に
庭

ち

か
の
た
得
り
あ
で
的
間

な
の
識
認
間
人
う
い
と
」

。
る
い
て
い

か
か

れ
こ

な
う
よ
の
こ
）
略
中

で
ら 。」

や
い
思
に
ど
ほ

る
作
を
詩

つ
と
ひ
何
、
は

、
と
と
こ

＋ ＋

こ

。」
う

な
的
間

で
兵
憲

」
深

て
し
と
在
存

は
で
こ

り
あ

の
そ
、
て
し

た
っ
か

人
の
人
一
、
が
と
こ
る
得

し
と
体
全
、
を
方
み
歪

間

、

す
認
確
て

下
・
兵
年
古
の
」
班
務
内

そ
。
る
い
て
れ
さ
握
把

士

、
り

た
し
う

い
書
を
詩
な
う
よ
の
謡
童

る
あ
で
方
見
な
ち
落
手
片

か
な
の
性
受
感
の

を
と
こ

以
と
こ
る

っ
あ
で
能
可
で

官

つ
も
が
物
書
の
こ
、
外

な
と
犯
戦
、
も
て
っ
あ
に

田
安
て
っ
立
に
識
認

た
っ

る
す
り
た
」

た
者
編
、
は

摘
指

し
視
重
を
り
か
ば
面

こ
。
る
あ
で
の
る
い
て
し

神
精
の
そ
、
う
い
と
た

う

訓
教
な
味
気
不

の
造
構
の

法
方
る
と
み
読
を

も
て
っ
あ
に
」
長
曹
兵
憲

の
そ
が
ち

い
、

彼
、

こ
、
て
っ
向
に
庭
家

の
等

た
し

向
志
和
平
な
」
康
健

は
で
味
意
る
あ
、
は
識
認

は

人
非
き
べ
く
ろ
ど
お

ナ

二
ば
わ

思
は
く
ぼ
と
い
な

思
に
ど
ほ
れ

つ
持
を
性
面

る
い
て
し
調
強
を

り
や
い

容

収
制
強
の
員
党
ス
チ

と

い
な
え
言
は

が
官
係
所

＋

だ
。
る
え
い

逆
、
と
面
側

る
な
異
り
な

に
れ
こ
。
た

詩
の
ネ
イ
ハ

は
章
文
の
こ

な
。

た
っ
あ
で
者
好
愛
の

性
面
二
の
士
兵
民
農
、
お

平
る
な
異
は
と
れ
そ
に

と

民
農
は
れ
そ
が

を
向
志
和

安
し
反

ど
の
そ
、
を
士
兵

士
兵
民
農
、
は
れ
そ
の
田

し
か
し
。
た
っ
あ
で
の
も元

め
決
、

が
」
兵
徒
学

う
よ
る
す
り

」
士
兵
民
農

う
い

面
の
質
同
と
題
問
な

も
ち
た
者
編
の
述
前
ら
な

か
る
あ
で
の
る
い
て
見

、

お
に
面
の
ら
ち

る
あ
、
ら

も
て
いて

し
と
者
害
加
の

者
害
被

よ
る
け
つ

出
摘
を
面
側
の

を

文
の
田
安
の
子
調
な
う

さ
解
理
と
の
も
た
し
判
批

必
、
り
お
で
ん
含
を

る
れ

の
士
兵
民
農

民
農
も
し
ず

味
意

義
主
国
軍
や
隊
軍
、

性
面
二
の
士
兵
民
農
は
で

た
け
づ
置
位
て
し
と
」

を

で
の
る
い
て
し

二
の
で
上

挑
は
体

の
そ
、
ら
か
る
あ

田
安
た
ま
、
り
あ
で
的
戦

た
の
そ
。
た
っ
な
と
と
こ

か
ば
と
題
問
の
兵

こ
こ
め

見

な
的
和
親
て
し
対
に

り

の
性
面

も
と
だ
の
た
い
て

者
編
は
方
見

っ
あ
で
摘
指

っ
あ
も
方
き
書
の

か
は
と

る
い
て
れ
さ
起
提
で

、
て

＋

、
お
な

よ
何
、
が
の

之
弘
川
阿
ば

兵
民
農
、
た

民
農

問
の
質
特
の
隊
軍
本
日
り

題
問
の
」
官
士
下

っ
だ
題の

こ
て
し
と

ス
マ
の
名
無
の
色
一
を
士

て
し
と

、
は
評
批
の
）

の
」
紙
手

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

と
落
見
、
は
点
う
い
と
た

す
解
理
を
」
紙
手

る
れ
さ

、
く
な
で

安
、
は
章
文
る

表

い
と
う
よ
し
け
分
型
類

う
い
と
る
す
に
題
問
を
現

田

。
た
っ
あ
に
向
傾

瀬
荒

は
く
な
れ
ら
見
も
に
外
以

に
か
ほ
、
も
向
方
う

い
な

視
の
様
同
と

が
だ
数
少
も

、
ら
が
な
ち
立
に
点

三
三
六

ば
え
と
た

と
た
。
た
れ
ら
見

ま
。）

、
て
っ
違
は
と
瀬
荒

え

）
三
一

＋
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〇
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り
ま
つ
。
る

兵
民
農
没
戦

は
で
方

」
て
っ
と

拙
稚
の
き
書

素
が
る
あ
は

針
方
の
集
編

と

、
に
中
の
紙
手
の
士

、

、
で
方
一

な
」
拙
稚

と
朴

紙
手
の
き
書
名
仮
片

稚
幼
に
り
ま
あ
り
よ
う
い

ち
か
さ
さ
い
、
は
と
さ

な

は
で
解
理
た
っ
い

も
う
が

問
疑
も
に

面
る
誤
を
題
問

、
り
お
て
し
呈
を

手

し
少
、
も
と
社
版
出
者
編

そ
く

種
二
も
て
っ
い
と
」
紙
手

中
の
記
手
は
い
る
あ

の
類

意
文
、
の
も

的
動
感
、
に

と
」
の

不
く
し
だ
は
な
は

り
ま
つ
。
る
あ
で
の
う
い

切
適
不
に
録
採
、
り
あ
が

な

も
し
誰
と
む
読
を
」
紙

悪

か
り
よ
に
実
事
の

戦
い
強

あ
が
の
も

き
た
ぎ
過
り
か

な

指
の
自
独
、
う
い
と
る

出
見
く
多
に
く
と
が
の
も

な
か
が
の
も
な
瞭
明

れ
さ

よ
に
川
阿

こ
、」
く
多
り

に
律
一
、
ば
れ

と
る
あ
も
え
さ
」
文

民
農

事
う
い
と
死

あ
で
の
う
い

に
」
実っ

」
あ
が
い
ら

胸
は
者
読

お
を
摘

か
い
な
は
で
の
た

時
同
と
」
る

い
て
っ
な
こ

は
れ

他
、
に

な
た
つ
は
兵

名
仮
片
の
前

川
阿
て
し
そ
。
る

を
筆
い

と

で
の
」
る
れ
か
つ
を

は

憲
添
野

。
る
い
て
し
判
批

し
足
補
を
点

治

＋

つ
に
」
家
る

）
略

と
ら
か

す
ま
き

の
そ

亡

た
れ
さ
遺
、
は
評
批
の
）

野
。
た
っ
あ
で
の
も
た

農

よ
の
次
、
て
い

年
近
は
添

た
族
遺

る
い
て
べ
述
に
う

敗
て
し
級
進
と
っ
も
が
ち

を
金
年
で
口
窓
の
局
、
し

た
族
遺
、
て
っ
い

と
け
受

を
子
息
き

た
し
死
戦
が
ち

民
流
を
涙
は
に
時
て
っ
思

た
し
還
生
や
族
遺
の
士
兵

る
見
に
繁
頻
で
村
農

民
農

死
に
わ
ぎ
ま
戦 。

新
を
家

に
時
る

よ
ば
れ
れ
く
で
ん

身

さ
遺
う
笑
と
リ
マ
ン
ニ

い
て
っ
ま
し
て
れ
忘
を
内

ょ
し
で
る
す
も
り
た
し

る

性
面
二
の
士
兵

も
で
。
う

た
し
築

安
、
て
し
摘
指
を

」
る
す
り
た
し
築
増
り

た
し
死
戦
と
、
た
っ
か

遺

の
ち
た
人
た
れ

と
こ
の
人

思
は
と

あ
く
よ
も
に
情
表

着
執
に
金
年
。
ん
せ
ま
い

は
で
変
も
し
こ
す
は
れ
こ

た
し
起
提
の
武
田

の
い
な

を

い
て
け
受
を
金
年
族

論

す
ま
い

聞
く
よ
を
の
う
い

。

も
ち
た
人
る
す

だ
）
略
中

、
、
は
に
間
人
。
す
で

中

＋

野
に
ら
さ

し
う
こ

が
面
の
つ
二
た

た
っ
な
素

、
は
添

き
で
居
同
に
全
完

つ
に
士
兵
民
農
た
し
還
生

」
の
も
若
の
村
な
朴

残
の
ず
か
ず
か

）
氏
川
石

の
も
る

し
慢
自
を
為
行
虐

次
も
て
い

」。
す
で
の
な

で

る
い
て
べ
述
に
う
よ
の

還
帰
の
士
兵
民
農
た
っ
あ

。
よ
す
ま
り
お
て

の
者

ど
ん
と
ほ 。

の
こ
）
略
中

手

を
争
戦
も
で
在
現
、
が

し
還
生
、
が
ち
た
主
の
紙

行
で
地
戦
、
し
美
賛

い
て

い
な
ら
な
う
こ
と
る

＋ ＋

、
は
添
野

え
い
と

同
ど
ん

は
私

で
る

方
一
も

。
す
で

時
三

争
論
の
後

」。
か
う
ょ
し

も
で
中
の

の
こ
る
あ
に
元
手

の
次
）

い
ぐ
た
じ

六
を
評
書
の
本

に
間

こ
う
い
と
だ
の
も
の

り
た
け
つ
を
火
て
っ
た
わ

家

家
、
に
の
な
れ
そ
）
略
中

。
す
ま
い
思
と
だ
的

の
族

る
い
て
し
摘
指
に
う
よ

」

み
て
し
返
み
読
ど
ほ
編

。

き
つ
が
気
に
と

が
た
し
ま。

た
し
まり

た
っ
や
を
し
探

）
略
中

心
を
と
こ

滅
全
は
敵
て
し

、
れ
ふ
あ
に
情
愛
る
す
配

れ
さ
用
引
に
と
こ
な
妙
奇

つ
き
焼
に
裏
脳
の
私

い
て

と
」
た
し
ま
し

れ
離
て
い

の
も
た

理
代
長
隊
小
く
書

う
い
と
い
な
し
用
引
か
し

い
な

と
ほ
、
は
文
紙
手
る

、
は
の

の
節
一
の
紙
手
の

）
略
中

野

に
り
ま
あ
、
は
と
こ

方

ッ
ィ
テ
ス
イ

、
は
添

＋

士
兵
た
っ
あ

い
な
せ
さ
得

立
の

他
の
で
地
戦

添
野
）

の
者
編

つ
に
場

ク

に
れ
そ
や
」
き
が
と
あ

面
一
な
省
反
無
に
争
戦
で

が
の
た
」
し
に
う
よ

無
を

と
知
無
の
ち
た

政
と
会
社

で
場
立
の

え
支
に
覚
感
無

民

意
た
し
う
こ
。
た
っ
あ

を
為
行
虐
残
る
す
対
に
族

る
あ
が
の
も
る
が
な

摘
指

は
に
方
み
読
る
す
調
同

。

と
る
い
て
し
視

な
的
方
一

の
治

る
い
て
し
判
批

る
す
と
だ
物
産
の
」
み
歪

勢
姿
の
失
喪
己
自
た
れ
ら

指
の
武
田
安
、
は
見

、
も

反
の
そ
て
し

な
う
よ
の
摘

い
思

で
の
も
た
っ
迫
を
省

兵
民
農
、
ぎ
す
多
が
れ
入

。
た
っ
あ
で
の

士

は
摘
指

斐
甲
き
生
に
民
農

と
ら
か
だ
、
が
」
い
し
正

批
く
し
び
き
に
う
よ
じ
同

級
下
の
で
班
務
内

べ
す
判

後
、
り
あ

る
す
対
に
士
兵

や
取
き
聞
の
件
事
岡
花
に

隊
軍
を

ゴ
エ
の
族
遺
民
農

て
っ
い

め
求
に
外
以

う
い
と
だ
」
き

で
者
害
被

、
く
な
で
け
だ
動
行

が
の

添
野
る
す
を
査
調
り

＋

性

と
族
遺
民
農

野
し
だ
た

易
安
を
面
い

っ
あ
で
的

民
農

に
う
よ
の
田
安
、
は
に
添

傾
る
す
判
批
て
し

兵
民
農

て
し
と
た

た
っ
か
強
が
向

に

れ
そ
。
た
い
て
し
価
評

農
、
い
ま
し
て
え
越
び
と

兵
民

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

い
と
る
す
け
分
型
類
を
士

士
兵
民
農
た
ま
。

向
志
う

に
も
と
と

っ
か
し
厳
は
に

た
士

の
豊
瀬
荒
、
が
添
野

で
ん
こ
き
抱
で
手
両
を
ち

体
全
、
り
お
て
け
欠
に

し

に
逆
、
面
反
た

の
色
一
を

評
書

つ
に
兵
徒
学
没
戦

、
て
し
判
批
を
）
２

人
識
知
る
い
て
っ
ま

定
否

い
思
の
ち
た

五
三
六

て
い

の
色
一
、
士
兵
民
農

れ
け
な
し

個
・
的
戦
非
は

文
い
深
の
り
や

な
ら
な
ば

深
の

）
五
一

＋
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）
六
一

対
に
衆
民
の

は
私
、
に
部

せ
さ

ポ
ン
シ
の
会

に
義
狭

知
る
す
対
に
民
農

の
も
る

識
認
る
す

感
越
優
の
人
識

争
論
る
ぐ
め
を
勢
姿
や

開
展
の
争
論
、
四

う
い
と
」
争
論
士
兵
民
農

言
発
の
で
ム
ウ
ジ

、
は
の

ら
な
は
と

が
す
さ
を
ど
な

を
主
の
争
論
。
た
っ
か
な

の
る
と
み
読
と
ざ
ま
ざ
ま

を
機
契
う
か
向
と
へ

す
で

う
よ
の
述
前

と
こ
る
く
つ

に
そ
し
か
し
、

学
科
の
想
思

か
題

ま
れ
こ
、
は
争
論
の

は
の
た
っ
ま
し
て
れ
離
ら

た
っ
語
と
」

、

た
っ
な
と

、
ら
か
と
こ
）

集
特
の
で
』

。
る
あ
で
のや

し
摘
指
で

聞
新
学
大
京
東

戦

ー
テ
い
深
味
興
た
き
て

何
は
態
実
の
士
兵
民
農
没

人
識
知
は
争
論
の
こ

と
か

マ

み
つ
だ
わ
に
れ
そ
、』

テ
う
い

展
発
か
し
部
一
の

に
れ
こ
。
た

っ
あ
で
マ
ー

識
認
衆
民
の

＋

も
か
め
た
た

よ
の
こ
。
るで

つ
に
因
原
の

よ
の
述
前

部
一
の
そ
し
対

。
た
っ
あ

み
歪
の

こ
る
せ
さ
展
発
を

て
し
化
特
に
形
た
っ
い
と

由
理
の
つ
一
た
っ
な
に
う

に
う

。
い
な
れ
し

議
、
は

を
豊
瀬
荒
が
治
憲
添
野
、

認
確
再
の
稿
前
の
て
い

批

に
れ
こ
て
し
そ

ば
け
除
を

で
が
と

含
も
瀬
荒
、
し
対

認
士
兵
民
農
、
は
の
た
き

は
り
ま
つ
、

枠
の
論

」
衆
民
と
人
識
知

、
に
主
が
み
組

と
こ
た
し
判

兵
徒
学

は
瀬
荒
、

荒
る
す
対
に
）

、
め

」
感
越
優
の
人
識
知

の
者
編

視
の
識

の
で
」
き
が
と
あ

っ
あ
で
マ
ー
テ
う
い
と
角

さ
論
議
て
し
と
種
一
の
論

と
」

こ
る
れ

と
比
対
の
と
」
士
兵
民
農論

反
の
瀬

わ
露
を

士
兵
民
農
、
は
）

た
れ
か
書
と
る
い
て
し
に

方
み
読
や
釈
解
の
」
紙
手

人
識
知
は
者
後
。
た

同
に

う
い

あ
で
の
た
っ
な
と
と

力
現
表
の

れ
さ
定
設
で
形

る
す
対
に
と
こ

さ
し
貧
の

評
書
な
う
よ
る
す
調

論
反

＋

と
ほ
に
動
行

、
る
す
対
に

」
待
期

治
憲
添
野

験
経
の
身
自

、

省
反
無
ど
ん

元
木
鈴
や
）

を
）

解
理
う
い
と
る
あ
で

も
の
格
性
た
っ
い
と
く
叩

、
に
礎
基
を
識
知
な
的

の
彦

農
県
手
岩

、

前
を

の
つ
一
の
判
批
の
）

認
民
農
の
人
識
知
、
に
提

鈴
も
添
野
。
た
っ
あ
で

識

会
談
懇
化
文
村

村
農
も
木た

め
含
を

た
し
還
生
、
は
絡
脈

村
農

タ
デ
メ
オ
の

が
士
兵
民
農

住
在

る
す
対
に
衆
民
や
さ

て
し
通
共
で
点
る
あ
で
者

識
知
の
」
家
門
専
題
問

お

争
戦
、
も
在
現

が
ち
た
人

の
中

農
、
り

な
重
過
の
人
識
知

り
ぱ
っ
さ
、

る
す
対
に
民

際
実

＋ ＋

し
動
感
く
な

農
と
村
農
の

戦
び
た
た
ふ

生
、
は
験
体

で
け

編
ん
ろ
む

。
た
っ
あ

い
な
ら
知
を
」
民

か
な
は

う
ま
し
て

い
て
し
判
批
と

還

く
よ
に
だ
ま
い
、
か
の

る
知
で
士
兵
民
農
元
た
し

争

り
限れ

さ
制
強
が
験
体
）
隊
軍

村
農
県
手
岩
る
あ
で
者

る

。
う
ろ
だ
た
っ

談
懇
化
文

も
と
く
な
少

。
た

手

し
接
に
文
遺
の
士
兵
民
農

の
う
い
と
」
い
な
ら
か
わ

の
て
つ
か
、
は
で

野
、
が

防
を
と
こ

の
分
自
が
験
体

会

」
い
な
得
り
な
に
力
ぐ

も
し
ず
必
、
も
ち
た
人
の

た
い
歩
て
め
集
を
紙

添
野

」

く
多
の
人
識
知
た

委
集
編

想
感
の
添

て
し
う
ど
、
が

整
で
中

ま
。
た
っ
あ
で
）

、
く
な
も
と
こ
る
れ
さ
理

う
い
と
、
か
い
な
は
で
の

る
え
考
が
木
鈴
や

鈴
が
の

、
も
」
員

の
際
実
、
ど
ほ

あ
は
に
族
遺
の
士
兵
民
農

民
農
た

シ
ラ
ダ
も
に
な
ん

め
た
の
そ

争
戦
の
士
兵方

見
の
木

は
れ
そ

わ
い
な
ら
知
を
民
農

で
）

っ
あ
は

情
感
の
」
み
し
悲

っ
あ
で
の
た

も
て

＋

引
に
単
簡
う

す
こ
起
り
掘農

た
い
老
、
で

江
菊
瀬
牧

り
ま
あ
、

懇
化
文
村

た

見
が
情
感
の
」
り
怒

岩
ら
が
な
し
か
し
。）
９

の
真
、
か
し
ら
か
と
こ

手

立
る
れ
が
下
き

の
へ
和
平

た
っ
か
な
は
で
場

、
が
）た

母

戦
の
民
庶
は
ち
た
私

れ
ま
こ
き
た
た
に
胸
の
ち

地
た
似
に
え
考
の
会
談

た

に
時
、
ず
れ
ら

つ
立
に
点

は
懇
化
文
村
農
県

の
」
霊
英

ル
ネ
エ

れ
み
て
し
に
会
談

い
な
こ
て
れ
ま
生
は
ー
ギ

岩
、
た
ま
。
い
な
い
違
に

の
本
日
を
験
体
争

の
県
手

も
に
術
呪

ら
か
々
村
々
町

も

世
い
若
、
は
り
祈
た
似

た
い
老
年
。
う
ろ
あ
で
の

辺
底

あ
で
心
熱
ら
す
に
」
彰
顕

の
族
遺
、
ば

と
こ
る

え
考
と

情
感
の
」
み
し
悲

は
点
の
こ
、
上
以
た
い
て

を
験
体
争
戦
の
人
婦
村
農

れ
け
な
さ
こ
お
り
掘

る
語

継
け
受
に
代

い
な
ら
な
ば

村
農

て
っ
語
と
」
る
れ
が

の
人
婦

分
充
、
を

を
」
験
体
争
戦

そ
い
添
り
寄
に

い
て
っ
知

そ
、
も
て
れ
さ
判
批

を
れ

堀
。

た
し
加
参
に
」
い
集

も
の
る
い

と
こ
す
こ
お
り

県
手
岩
、

し
」
こ
起
り
掘

若

＋

牧
、
が
の
う

と
」
代
世
い

評
論
の

た
し
う
こ

民
農

の

こ
」
る
め
深
を
い
あ
し
話

望
願
り
あ
で
望
展
の
瀬

と

岩
や
江
菊
瀬
牧

た
っ
あ
で

、
は
）

懇
化
文
村
農
県
手

人
識
知
的
歩
進
の
種
る
あ

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

革
変
会
社
は
て
が
や
、
で

の

調
同
に
れ
そ
や
会
談 。

積

と
る
あ
で
判
批

々
人
る
す

な
的
極

前
、
は
で
点
う
い

る
け
い
て
し
」
化
転
に
力

、
を

と
」
義
主
意
善
の
人
識
知

系
の
木
鈴
や
添
野
の
述

しす
属
に
列

七
三
六

批
て

い
と
か
い
な
は
で
の

と
評
論
る

武
田
安
た
し
判

。
う
よ
え
い

）
七
一

＋
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〇
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）
八
一

判
批
の
田
安ン

衆
民
た
っ
知

な
的
傷
感

い

お
、
も
し
か

る
て
勝
、

し
見
」
が
」
か

を
識
認
う

同
と
回
前
、
は
の
る
い
て

生
、
が
け
だ
義
主
場
現

様

姿
る
あ
に
側
裏
の

手
の
活

、

徹
、
は
で
嘩
喧

だ
さ
し
卑

く
ら
そ

あ
で
慢
傲
に
的
底

そ
。
る
あ
で
う
そ
も
で
今

ら
ま
始
も
に
な
」
て
け
避

れ
知
も
か
る
せ
出

で
い
な

の
衆
民
、の

う
い
と
い
な

い
な
見
を
性
面
二

も
う
い
と
ど
な
え
た
ご

感

、
て
っ
あ
が
け

動
感
に
の

負
、
り

と
こ
う
い
と
辱
屈

徹
頭
徹
、
は
に
嘩
喧
る
け

い
て
し
活
生
で
姿
う
い
う

述
と
、
か
い
な
は

ま
、
る

傷

。
る
あ
で

あ
で
の
る
べ

っ
い
と
」
義
主
場
現
な
的

う
い
と
」
だ
の
る
す

よ
た

人
ぬ
ら
知
を

つ
か
、
は
彼

、
尾

名
の
し
か
ま
ご
、
々

彼
｜
と
び
人
る
な
に
屈
卑

た
ご
手
と
り
し
ず
に
さ

ら

民
て
し
そ
。
る

る
あ
の
え

の
衆

あ
で
の
も
な
う

識
認
体
全

で
班
務
内
隊
軍
の
て

。
る

そ
が

ラ
テ
ベ
の
み
盗
、
人

し
を
活
生

む
、
る
あ
で
う

け
だ
で
か
な
の

と
る
い
て

、

に
み
試
た
し

、
は
田
安

何

＋

な
は
で
の
た

、
か
の
る
べ

長
曹
兵
憲
た

と
か
に
な
は

体
争
戦
の
衆
民

み
つ
だ
わ

意
好
は

し
こ
起
り
掘
の
験

安
し
か
し
。
た
っ
あ
で
的

っ
あ
が
け
か
い
問
う
い
と

が
問
疑
の
と
か
い

ま
。
た

と
こ
う
い

は
と
。
た
っ
あ

の

キ
ッ
ハ
も
に
田
安
、
は

あ
は
摘
指
の
さ
速
の
進
昇

ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
の
会

も
る

味
意
無
が
体
自

て
い
お
に

は
に
田

立
う
い
と
る
あ
で

あ
で
者
活
生
な
ア
ビ
シ
、

、
は
人
識
知
で
ま
れ
こ
た

や
問
疑
の
そ
え
い

の
局
結

見
は
と
リ

対
に
け
か
い
問

の

た
っ
か
な
い
て
れ
さ
出

前
る
す
関
に
歴
隊
軍
、
の

、
も

提
回』

紙
手
の
士
兵
民
農
没
戦

は
で
け
わ
た
っ
あ
に
場

は

争
戦
の
衆
民
る

安
。
い
な

ろ
こ
と

人
識
知
ら
か
験
体

何
ら
か
験
体
争
戦
の
衆
民

民
り
ま
つ
、
は
答
回
る
す

な
。
る
あ
で
う
よ

戦
の
衆

た
れ
さ
起

評
論
の
回
今
お

取

っ
ま
し
で
ん
霞
は
点
論

で
こ
そ
。
た
れ
ら
げ
上
り

う
そ
ろ
し
む
、
は
田

告
報

学
も

学
を
何
い
た
っ
い
は

認
験
体
争

っ
か
な
こ
で
ん

と
犯
戦
、
は
で

法
方
の
識

村
中
た
し

。
る
い
て

っ
な

則
政

＋

有
の
活
生
い

、
は
）
１
｜

い
て
見
を
向

と
無
皆
は
の

た
れ
表
に
」
紙
手

し
出
見
を
」
様

の
へ
子
妻、

つ
つと

」
い
い
て
っ
い

本
の
こ

で
け
わ
る

。
る
い
て
べ
述

気
の
そ
し
か
し
。
い
な
は

や
」
り
か
が

文
、
は
に

慮
配
の
へ
耕
農

そ

り
限
た
れ
わ
ら
あ
に
面

と
者
編
は
村
中
で
り
限
の

民
農
、
は
村
中
で
上

違
は

に
中
の
」

と
人
識
知
は

は
で

奪
を
手
き
働
の
家
一

疑
や
判
批
る
す
対
に
争
戦

民
農
も
し
ず
必
、
て
っ

問

的
想
思
て
っ
違

中
の
士
兵

た
れ
わ

っ
立
に
観
値
価
な

て
し
明
表
を

し
苦
の
族
家

和
平
な
的
在
潜
に

も
る
い

る
す
判
批
を
争
戦
て

志

＋ ＋

て
け
づ
論
結

な
し
は
と
こ

民
農
。
た
い

は
で
論
質
本で

田
安
え
い
は

の
清
辺
渡

、
い

渡
た
っ
あ

心
関
害
利
的
済
経
は
民
農

討
て
し
対
に
れ
こ
。
た
い

い
な
ら
な
も
に
う
ど

の
論

。

）
略
中メ

ダ
は
で
け
だ
論
者
害
被評

論

と
だ

が

持
の
士
兵
民
農
、
は
）

て
し
と
人
一
の
人
識
知
、

全
、
は
に
合
場
の
辺

衆
民、

に
逆
く

と
」
く
ず
近
に
治
政
ら
か

武
田
安
で
場

そ
、
し、

は
）
２
｜

部
内
の
民
農
を
さ
昧
愚

農

安
、
が
の
う
い

め
と
み
で

面
二
つ

っ
あ
で
場
立
の
田

を
摘
指
の
田
安
う
い
と
性

と
か
る
す
決
対
に
か
い
と

に
」
紙
手

地
う
い

こ
の

じ
同
と
ら
彼
て
つ
か

が
体
自
と

く
か
が
民

さ
し
貧
の
村
農

、

困
貧
や
制
体
は
の
る
あ

い
リ
キ
ッ
ハ
を
と
こ
の
そ面

全

。
う
ろ
だ
の
た

べ
うか

ろ
こ
と
た
し
認
承
に
的

の
る
い
て
じ
論
ら
か
点

ら

あ
で
士
兵
民
農

、
し
対
に

映
反
の

を
姿
の
分
自
た
っ

と
る
く
ら
か

と
」
る
あ
で

し
論
反
と
」
だ
き

た
っ
い

農

と
。
る
い
て
し
発
出

て

」
た
み

兵
年
少
の
身
出
民

の
る
い
て
じ

論
ら
か
点
地

う
い
と
」
ち

＋

の
士
兵
民
農

の
」
た
っ
か

あ
で
解
理
の

ら
彼
し
も
が

そ
。
る
あ
で

書
本
に
時
同

と
識
認

過
の
身
自
て
し
う

、
て
っ
違
は

ら
彼
、
り
あ
で

あ
に
婆
娑た

し
遺
の

想
」
が
姿
い
さ
ぐ
生

紙
手

に
場
立
じ
同
と

る
れ
さ
像

。
た
っ

ら
な
た
せ
わ
合
居は

り
ま
つ

ち
た
士
兵
の

兵
民
農
没
戦

を
去、

僕
た
め
く
ふ
も
を

編
、
と
る
み
て
っ
返
り
振

、
ず
ら
知
ざ
い
は
て
っ

者

も
に
」

で
隊
軍

の

は
に
側
裏
の
字
文
の
そ

用
引
が
添
野
。
た
っ
あ
で

じ
同
り
は
や
も
僕
、

た
し

』
紙
手
の
士

け
避
を
行
非

く
し
も

な
死
を
ら
彼
、
は

っ
あ
で
士
兵
民
農
ら
僕
は

の

の
で
」
き
が
え
ま

ら
僕
び
よ
お
僕
の

で
良
善な

ん
そ
は

よ
お
は
に
ど
な
さ
良
善

善な
の
縁
そ罪

犯
争
戦
の
中
の
」
紙
手

か
な
き
で
は
と
こ
る

記
の

の
も
た
め
し

」
う
ろ
た
っ

も
た

だ
る
い
て
し
発
告
を

き
ひ
に
置
位
の
告
被
を
の

良

た
者
若
の
村
な
康
健

す

醜
、
い

な
は
で
」
士
兵
な

て
し
関
に
述

た
ち
み
に
悪

、
も

け

辺
渡
、
が
の
う
い
と

僕

、
く
な
で

の
な
の
も
」
た
え

は
れ
そ

で

＋

、
り
あ
で

し
そ
。
る
あ

民
農
の
こ

が
の
う
い
と

民
農

い
お
に
隊
軍
の
て
つ
か
て

い
お
に
と
こ
の
そ

、
は
て

の
辺
渡
、

側
の
ら
僕
、
て

の
士
兵

。
た
っ
あ
で
論
結

任
責
己
自
の
て
し
と
人
一

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

ま
が
る
あ
は
に
士
兵
民
農

も
に

軍
の
ま

う
い
と
」
た
っ
あ
が
」
罪

、
は
で
点
う
い
と
覚
自
の

入
け
受
を
序
秩
隊

の
辺
渡

自
、
で
形

棄
放
己
自
る
れ

意

け
受
き
引
を
任
責
の
己

っ
あ
で
の
も
の
自
独
は
見

が
た九

三
六

べ
る

の
た
っ
あ
が
勢
姿
の

兵
民
農
、

か
い
な
は
で
き

自
も
に
士

）
九
一

＋
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〇
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〇

）
〇
二

に
者
害
被
は

責
の
棄
放
己

が
ち
ま
は
の

だ
る
え
い
と任

に
解
見
の
田

よ
の
上
以

の
た
っ
あ
が
任

発
反
に
論

い
が
ち
は

と
か
い
な
は
で

ろ

素
、
が
だ
。
う
ろ
か
な

、
い
問
と
」
か
う

か
う
ろ
あ
で
い

士
兵
民
農

議
な
う

た
い
て
べ
述
と
」

に
解
見
の
武
田
安
、
が
論

と
ら
れ
そ
で
点
る
す
対
反

で
と
弘
沢
判
る
す

的
蹠
対

見
意
う
い験

体
争
戦
、
は

正
林
北
、
は

と
霊
英
、
い
戦
に
直

も
）

妙
奇
の
ち
た

を
と
こ
る
な

共 。

、
覚
感
無
と
知
無
な

い
で
ん
含
を
点
論
る
す
鳴

の
も
つ
立
に
点
地
な

の
る

方
る
え
捉
を

と
。
る
あ
で

張
主の

る
な
異
く
全
が
向

、
は
林
北
。
た
い
て
し

た
し
も
定
肯
に
引
強

る
な

農
層
下
の
そ

、
に
ら
れ
か

対
に

任
責
争
戦
、
に
識
意

之
啓
井
平
、
し

任
責
争
戦
え
い
は

判
や
）

る
あ
は
で

る
す
と
題
問
を

ほ
沢
判
・
井
平
の
そ
。
が

の
点
一

ち
た
士
兵
民
農
ど

追
を
在
所
の

い
な
も
任
責

弘
沢

る
す
求戦

と
之
啓
井
平

安
、
は
）

と
者
両
、
は
論
議
の

責
争

も

す
ら
か
点
観

兵
徒
学

＋

低
に
当
不
る

と
沢
判
・
井

し
う
こ 。
た

容
寛
な
当
不

と
」

た

い
と
比
対
の
」
士
兵
民
農

は
論
議
の
ら
田
安
、
と
る

っ
よ
に
田
安
、
に
も

徒
学

れ
わ
思
と
い

れ
さ
判
批
て

」
さ

し
訂
改
、
を
価
評
た

沢
判
、
し
と
る
れ
ら
見
が

は
見
意
の
沢
判
や
井
平

は

、

定
設
を
題
問
で
形
う

け
き

的
方
一
に
兵

点
る
い
て
し

戦
た

士
兵
民
農
、
く
甘
に

の
長
曹
兵
憲
た
っ
な
と
犯

あ
で
の
も
た
し
と
う
よ

手

学
は
ら
田
安
、

ま
。
う
ろ

の
兵
徒え

こ
の
み
つ
だ
わ

的
権
特

通
共
、
が

れ
さ
表
代
に
』

に

い
と
徴
特
な
的
本
基
の

だ
論
議
い
し
厳
に
り
か
ば

て
し
価
評
く
高
を
紙

い
と

、
は
井
平
た

れ
こ
。
た
い

分
身

解
見
の
田
安
や
添
野

」
く
な
と
こ
る
す
覚
自
を

し
と
解
理
の
兵
徒
学
る

論

う
そ
。
う
よ
え

両
、
は
て

平
。
る
な
と
と
こ
う

た
し

は
に

す
対
に
士
兵
民
農
は

と
る
い
て
じ

の
へ
兵
徒
学

で
ま
れ
こ
も
と
者

い
て
し

考

＋

民
農
た
し
還

き
て
れ
ら
え

な
的
義
主
国

に
度
程
の
ど

的
軍
反
・
戦
非
な
う
よ
た

同
と
合
場
の
士
兵

徒
学
な

、
に
様ろ

あ
で
者
定
否
争
戦

還
帰

で
語
行
流

、
と
」
か
う

像
兵

の
た
っ
綴
を
」
紙
手

の
も
た
し
呈
を
議
異
、
に

、
は
ち
た
兵
徒
学
た
し

と

向
志
和
平
の
そ

は
い
る
あ

、
は

か
げ
投
を
問
疑
に

に
争
戦
、
が
ち
た
兵
徒
学

た
。
う
よ
れ
ら
け
づ
置
位

争
戦
く
広
と
っ
も

平
し
だ

に
逆
、
け

つ
に
身
を
験
体

た

農
、
は
に
合
場
の
沢
判

を
己
自
う
か
む
ち

は
に
合
場
の
井

世
な
き
大

は
ち
た
人
識
知
た
け

生
、

界

軍
の
時
当
が
士
兵
民

、こ
と
る
ず
命
の
史

＋ ＋

」
ろ

換
い
言

急
危
の
」
族

史
歴拠

根
は
に

い
に
的
般
一

え

」
車
歯
のい

て
し
示
を

が
に

て
し
得
納
し
定
規
と
等

う
こ
む
も
お
に
難
て
っ
立

意
の
沢
判
や
井
平
と
る

と

お
に
本
日
て
っ

戦
、
は
見

も
る
あ

人
識
知
、
は
て
い

戦
た
ま
。
る
れ
わ
思
と
の

な
き
大
の
争
論
、
で
点
る

マ
ー
テ

後
の
そ
争
論
、
五

こ
と
る
わ
変
と
と
こ
た
い

高
を
勢
姿
た
し
」

な
は
ろ

と
力
協
争

の
て
し
価
評
く

と

と
兵
徒
学
の
で
点
う
い

ほ
れ
そ
が
離
距
の
と
衆
民

現
と
承
継
の
験
体
争

大
ど

く
つ
び
結
と

擁
和
平
の
在

」
い

い
と
た
っ
あ
で
論
議

学
・
士
兵
民
農
、
て
し
と

民
農

。
が
る
あ
で
と
こ

徒
し
摘
指
を
性
通
共
の
士
兵

ら
か
と
こ
い
な
は
く
き

た

が
係
関
の
と
護

、
と
る
す

と
こ
う

縄
筋
一
て
し
決
、

に
も
と
兵

。
う
よ
来
出
が

る
え
言
も
と
の
も

民
本
日

で

摘
指
の
性
通
共
の
こ

。

で
者
編

と
こ
い
な
か
行
は

あ

＋

私
る
す
題
と

兵
民
農
や
響

の
討
検
の
そ

め
た
る
す
討

農
県
手
岩
る

文
一
う
い
と

の
士

は
で
会
談
懇
化
文
村

の
こ
に
れ
そ
、
料
資
加
追

て
し
行
発
を
本
の
版
家

本

ル
ク
ー
サ
、
に

こ
。
る
い

は
で
こ
こ

の
本
、
か
て
し
と
針
指

分

い
て
れ
ら
せ
載
が

に
尾
末

が
争
論
た
し
う
こ
、

。
る

後
読
の
て
い
つ

し
落
段
一

の

言
発
や
評
書
や
感

手
岩
、
は
』
紋
波
る
が
広

て
れ
ら
べ
述
と
」
会
科

県で
）
る
い｜

る
え
考
を
方
み
読
の
本

、
後
た

戦

』
紙
手
の
士
兵
民
農
没
戦

を
章
文
の
争
論
て
し
そ
、

会
談
懇
化
文
村
農

め
と
ま

で

と
料
資
考
参
の

民
農
没
戦

民
農
没

面
た
れ
ま
編
て
し

読
う
ど
は
』
紙
手
の
士
兵

た

反
の
族
遺
る
す
対
に

手
の
士
兵

』
紋
波
る
が
広

う
よ
た
っ
あ
も

検
を
』
紙」

｜
か
た
れ
ま

、
で

）

＋

の
こ

な
い
て
れ

に
本
の
こ
は

本か
す
ま
す
ま

い民
農

で
」
る
え
考
を
方
み
読
の

の
へ
判
批
る
す
対

一
、
は

て
あ
、
が

じ
閉
の
者
編
、

た

か
書
に
う
よ
の
り
す
こ

な
う
よ
く
い
て
し
に
な
く

度
態

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

対
に
的
極
積
に
争
論
で
方

表
く
強
が
勢
姿
た

る
す
応

る
い
て
れ

た
い
て
れ
さ
明

な
」

リ
テ
ン
イ
な
的
会
都

も
れ
ど
、
は
葉
言
の
ど

、
ら
が
な
せ
見
を
勢
姿

都

誰
に
的
体
具
。

か
か
も
に

、」

対
に
判
批
の
ど
の

で
方
み
読
な
り
が
よ
り
独

解
理
だ
ん
歪
の
人
」
会

、誤
は
た
ま

一
四
六

る
す

て
し
と
体
全
ず
ら
わ

ら
か
ず
み

さ
示
は
か
論
反

こ
、
て
し
と
解

を
神
精
の

本
の

）
一
二

＋



年
〇
〇
〇
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を
判
批
の
へ

批
う
い
と
ど

紙
手
の
あ

た
き
て
出

あ
で

示
を
と
こ
た
め
止
け
受

農

シ
ラ
ダ
で
ん
読
を

い
て
し

真
、
に
判

し
て
っ
参
く
な

問

の
も
る
え
答
ら
か
向
っ

点
六
の
次
て
し
と
」
点
題

の
て
べ
す
の
本
の
こ

あ
を

の
民

。
う
ろ

通
共
に
者
読

本
根
も
昔
も
今
、
が
活
生

の
述
前
、
は
れ
そ
。
る的

知
、
は
の
う
ま

農
に
う
よ

な
は
と

民
農
村
農
が
人
識

の
こ
。
い
な
い
て
っ

用
引
、
で
の
る
い
て
げ

本

、
は
と
こ
る
す

よ
み
て
し

変
は
に

い
に
か
い
が
争
戦

衛
自
。
と
こ
い
な
が
り
わ

、
が
治
憲
添
野
の
住
在
村

ら
知
ん
ぜ
ん
ぜ
を

な
者
編

方
み
読
の

は
で
ら
か
い
な

う

こ
、
は
で
」
る
え
考
を

い
が
和
平
、
く
し
わ
と
。に

隊

ま
望
に
か

戦
が
男
三
次
る
す
」
職
就

い
な

、
に
逆
に
手
相
を
ど

の
へ
本
の

な
」
か
う
ろ
だ

う
い
と
か
い
し

ら
か
響
反

く
い
て
し
待
期
を
争

い
願

の
も

都

＋

験
体

っ
な
遺

い
な
も
で
何
も
で

っ
も
書

に
士
兵
リ
テ
ン
イ
の
会

。

士
兵
民
農
、
は

は
て
っ
と

精
の
族

追
を
任
責
争
戦
の

て

の
こ
、
が
え
支
な
的
神

遺
、
を
と
こ
た
れ
現
に
世

い
て
れ
さ
用
引
に
評

が
族

面
半
る
い
て

、
が
所
個
る

生
、

い
な
ら
知
を
民
農
、

士
兵
民
農
な
か
豊
の
力
活

る
い
て
し
と
う
よ
し
求

ほ

で
ま
る
出
が
本

る
あ
で
の

と
っ
も

国
靖
と
会
族
遺
は

。
る
い
て
し
価
評
く
よ
も

こ
る
い
て
し
通
共
て
べ
す

方
み
読
の
家
論
評

読
。
と

べ
む
憎
ど

入
先
る
あ
、
に

。

。
た
っ
か
な
は
在
存
き

世
後
。
た
っ
あ
で
と
社
神

、
が
人
の
ど
ほ
む

る
残
に

そ
ひ
が
観

う
の
黙
暗
か
何

そ
う
ろ
だ
い
な
い
は
で
ん

碑
念
記

い
し
ま
な
ま
な
の

る
ず
通
に
ち

と
字
活
、
が

。
か

を
の
も

＋

経
の
争

こ
し
か
し

と
み
学

文
の
民
農
い
低
の
歴

か
過

」。
る
れ
ら

て
い
つ
に
章

、
は
く
多
の
点
諸
の
ら
れ

な
易
安
と
る
す
ら

か
面
正

ど
た
ど
た
。

だ
方
め
と
ま

論
ら

に
か
な
の
章
文
い
し

言
発
の
て
め
止
け
受
を
争

、
し

と論
困
貧
の
村
農
な
う
よ
の

が
と
さ
康
健
と
さ
直
素
、

う
よ
い
な
え
い
は

あ
ち
満

説
で
け
だ

。
る
れ
わ
思
に

ふ
点
う
い
と
か
く
つ
が
明

読
が
の
る
い
て
れ

論
、
も

論
、
は
て
い
つ
に

に
題
問
で
争

＋ ＋

と
こ
た
し
解

こ
と
た
っ
な

川
阿
う
い
と

自
と
こ
る
あ

側
の
」
社
神

の
つ
立
目
が

の
こ

。
る
あ
で
ろ

本

し
示
を

元
、
は
て
し
関
に

、
し
る
い
て

す
と
だ
題
問
が
体

い
つ
に

判
批
の
之
弘

憲
添
野
、
る

あ
で

な
は
で
の
た
っ
あ
が

え
い
は
と
。
る

平
、
く
な
で
に

、
は
け
だ

み
読
の

向
方
な
的
義
主
和

る
す
対
に
」
る
え
考
を
方

の
」
兵
徒
学、

も
て

へ
」
士
兵
民
農

に
」
評
書が

判
批
の
治

て
れ
さ
用
引

の
い

。
る
あ
で
筈
た
っ
あ

編
は
で
こ
こ
り
ま
つ
。
か

の
族
遺
が
場
立
の
者
編

者

よ
し
握
把
再
で

民
農
没
戦

が
評
批

に
図
意
る
す
と
う

評
論
の
男
忠
藤
佐
、

次
い
低
う
い
と
み
恨
逆
の

、
は
文
紙
手
る
い

こ
で
元

じ
同
ど
ん
と
ほ

、
て
っ
だ
に

な
」
拙
稚

論
も
れ
ず
い
、
の
側

紙
手

哀
の
へ
士
兵

合
き
向
に
争

っ
あ

主
国
軍
、
を
念
の
悼

て
し
示
く
よ
、
を
と
こ
た

い

上
は
藤
佐
。
た
っ
あ
で
）

理
を
判
批
の
へ
本
の

の
記

に
」

で
」
の
も
の
い
ぐ
た

し
と
う
お

る
あ
類
種
二
も

る
な
連
に
義

勢
姿
い
な

う
よ
え
い
と
分
部
る

国
靖

。

、
て
い
つ
に

と
こ
の

が
本
な
う
よ

の
こ

ら
か

＋

辺
渡
り
ま
つ

佐
。
い
な
は

よ
の
次
、
は

供
の
別
い
し
新

紙
手
の
戦

に
ち
直

て
し
と
方
仕
の
養

あ
の
族
遺
や
士
兵
民
農
、

は
藤

行
に
隊
軍
間
期
な
か
ず
わ

分
自
に
様
同
と
合
場
の
清

さ
狭
の
野
視
な
う

の
身
自

兵
民
農
没

は
で
の
る
あ
が

に

、
に
中
の
』
紙
手
の
士

ち
た
人
の
そ
に
く
と
、
も

画
は
に
と
こ
た
れ
現

戦
が

る
あ
を
方
り

義
意
な
的
期

た
っ

よ
し
容
受
に
ま
ま
が

な
う
よ
た
似
り
は
や
、
が

士
兵
民
農
て
し
と
題
問

手

摘
指
と
か
い
な

を
紙
手
の

い
つ
に
争
戦

。
る
い
て
し

や
争

が
章
文
の
疑
懐
の
て

え
考
く
深
て
い
つ
に
和
平

価
評
く
高
と
」
る
あ
が

て

者
編
る
す
と
う

た
い
て
し

か
し
紙

、
を
勢
姿
の
ち
た

」
い
な
が
え
ぼ
お
た
い
書

お
な
、
ら
が
な
け
づ
置
位

た
っ
か
な
も
行
一

兵
民
農

い
と
る
い

に
う
よ
じ
同
と

。
僅
に
常
非
は
し
る
し
う

て
め
認

そ
は
藤
佐
し
か
し

と
人
一
の
者

で
け
わ
た
い

勢
姿
の
族
遺
や
士

、
て
し

か

謝
感
の
ら
か
族
遺
、

にな
れ
と
み
読
か
し

＋

」
い

心
関
の

分
自
は

士
兵

民
農

と
み
読
ら
か
紙
手
の
ち
た

に
様
神
に
め
た
の

の
る
れ

範
の
そ
が

と
れ
く
て
っ
祈

る
い
て
れ
さ
定
限
に
囲論

再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

び
よ
お
親
肉
、
く
全
、
は

で
け
だ
と
こ
う
い

に
郷
故

、
と
と
こ

は
れ
そ
。
る
あ

あ
の
地
敵
、
し
殺
を
兵
敵

の
て
し
と
産
財
の
分
自
る

イ
ゴ
エ
の
通
普
く
ご

畑
田

し
苦
を
衆
民

う
ど
と
ム
ズ

て
い
つ
に
と
こ
る
め

三
四
六

が
ち

い
る
あ
、
着
愛
の
へ

が
悩
苦
の

等
彼
。
か
の
う

ん
ぜ
ん
ぜ

）
三
二

＋
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〇
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）
四
二

一
う
も

け
か
び

て
け
欠

藤
佐
の
こ

は
に
私

没
戦

敵

ハ
ラ
ウ
は
と
と
こ
る
い

と

の
然
自
は
の
る

係
関
の
ラ

死
の
群

と
、
が
る
あ
で
情

私
、
も
て
し
対
に
ち
た
者

中
の
』
紙
手
の
士
兵
民
農

か
な
き
で
が
得
納

、
も
に

前
、
は
点
視
の

。」
た
っ

清
辺
渡
の
述

死
の
群
一
う
も
た
れ
ば
呼

私
に
う
よ
る
あ
に

ち
た
者

そ
、
に
時
同

、
え
思
は
に

ち
た

つ
か
が
ち
た
者
死
の

者
死
の
側
の
ち
た
私
、
は

に

も
に
中
の
』
紋
波
る
が
広

継
け
受
を
れ
そ
の
）

そ
、

野
視
も
を
」

、
ら
が
な
ぎた

れ
入
に

」
養
供

気
、
に
ち
た
者
死
）
略
中

殺
て
け
か
に
手
て

な
毒
の

わ
か
り
な

の
ろ
こ
と
た
し

う

養
供
の
ら
か
心
、
て
っ

つ
一
に
い
つ
が
情
心
う
い

の
省
反
己
自
を
れ
そ

現
も

し
と
題
問
の

て
し
と
題
問

な
あ

点
る
い
て
し
起
提
て

呼
と
、
ち
た
た

敵

な
ば
ね
せ
を

た
れ
ば
呼
と

こ
い
な
こ
て
れ

。
い
ま
る

な
で
け
だ
る
え
考

、
が
と

な
に
で
ま
れ
こ
、
で

、
く

が
念
の
悼
哀

提
を
点
論
い

＋

な
も
で
の
む

的
能
本
う
い

の
も
た
し
示

と
感
共
る
す

っ
あ

者
編
。
う
よ
え
い
と

解
理
を
れ
そ
は
藤
佐
。
た

を
」
え
構
身
の
意
善
な

し

っ
い
と
か
、
い

て
し
判
批

の
判
批

争
戦
な
的
方
一
て

が
道
る
せ
さ
存
共
を
方
双

に

り

わ

お

の
こ
の
ち
た

に
れ
そ

と
集
蒐
の
」
紙
手

者
編
お
な
、
つ
つ
し
感
共

に
こ
そ
。
る
あ
で
の
る
い

終
も
に
及
追
任
責

ひ
、
は

さ
索
模
、

第
、
い
な
ら
わ

編
の
る
い
て
し
と
う
よ
れ

に
景
背
の
動
行
う
い
と
纂

の
ち
た

、
は

た

は
罵
悪
る
す
対
に
者
死

悼
哀
の
者
死
の
国
自
ら
す

さ
唆
示
が
場
立
の
三

追
・

。
た
っ
あ
で

の
る
い
て
れ

け
受

い
強
の
へ
ち
た
者
死

け
だ
に
悼

と
、
い
ま
け
つ

者
死
、
り
あ
で

込
り
め
の

対
に

＋

に
後
最迫

に

点
視
る
見
ら

兵
民
農

と
う
ろ

起
提
が
」
争
論
士
兵
民
農

ー
テ
の
」
争
論
士

も
た
し

弘
川
阿
、

、
が
つ
一
の
マ

の
之

の
も
る
す

章
文
の
」
紙
手

の
こ
し
か
し
。
た
っ
あ
で

た
み
て
べ
述
、
て
い
つ
に

の
態
実
の
士
兵
民
農

。
い

視
る
見
ら
か

っ
あ
に
明
解

種
の

を
士
兵
民
農
、
は
点

め
詰
に
分
充
、
は
論
議
の

い
な
い
違
間
は
と
こ
た

ら

か
点
観
の
定
一

武
田
安
。

に
ず
れ

る
す
け
分
型
類
ら

兵
の

。
う
思
と
た
っ
わ
終

、
で
と
こ

か
歴
隊
軍
の
士

態
実
の
そ

＋ ＋

記

。
る
あ
が
と

、
も
者
筆、

も

不
は
に
載

み
の
数

び
き
の
序
秩

と
あ

の
こ

と
長
議
会
村

よ
に

』
紙
手
の
士
兵
民
農
没
戦

れ
そ
、
は
で
書
本
し
だ
た

が
ろ
こ
と
な
分
十

の
れ
ぞ

で
」
き
が

に
分
充
、
り
あ

し

文
用
引
の
そ
と
明
説
の

中
の
列
序
の
会
社
村
農
い

か
な
は
で
能
可
て
っ

、
で

た
得
り
な
も

か
う
ろ
た
っ

の
例
の
明
説
う
い
と
」

の
そ
、
を
格
性
の
」
紙
手

所
と
別
作
小
自
の
民
農

農

地
的
層
階
の
そ

営
経
・
有

応
照
が

る
き
で
定
確
が
位

か
わ
は
け
だ
と
こ
い
な
し

手
る
得
え
変
を
列
序
の
そ

に
官
士
下
実
事
。

が
て
だ

て
し
と
証

し
還
帰
て
っ
な

の
そ
と
々
長
、

と
位
地
的
層
階
の
民

紙
手

さ
、
別
反
の

て
せ
さ
関
相

け
わ

ど
な
男
次
男
長
に
ら

不
の
そ
だ
た
。
い
な
は
で

ば
え
例
。
る
あ
で
の
る

十

、
ば
れ
す
と
る
あ

が
と
あ

筋
家
分
た

て
い
お
に
隊
軍

、
が
男
三
次
の

さ
用
引
が
章
文
の
」

略
中

と
う
よ
え
考

下
る
い
て
れ

置
位
の
で
内
庭
家

こ
た
し

き

て
見
ら
か
載
記
な
分

の

、
で
中
の
」

の
星
、
級
階
た
め
占

層
階

士

、
員
議
会
村
て
が
や
）

の
そ

、
は
民
農
の
望
志
官

た
い
て
し
置

当
に
元

＋

と
い
な
ら
な

で
こ
こ
に
逆

し
む
、
り
あ

諦
を
望
志
官

と
る
み
て
っ
た

が
と
あ

は
で
け
わ

五
畑
、
町
三
田

ろ
し
む
。
い
な

な
い
て
れ
さ
用
引
は

が
や

、
い

。
た
し
ま
い
思

は
私

親
父
て
め

で
ま
今
）
略
中

農
ろ

民
農
る
い
て
っ
謝
に

い
近
に
辺
底
最
の
会
社
村

の
そ
が
明
説
の
で
」
き

農

反
四
林
山
、
反

と
文
用
引

会
村
て

男
長
の
農
作
自
の

か
お
も
て
っ
な
に
」
員
議

校
学

〕
の
め
た
の
願
志
官
士
下

こ
た
し
ま
い
て
え
考
の
私、

は

間
は
と

母
。
家
農
の
反
二
畑
作
小

を
望
志
官
士
下
、
が
民

の

は
の
な
合
整
不

な
得
き
貫

の
な
」

起
提
が
武
田
安
、

農
て
し
っ
け
、
て
っ
あ
で

大
的
較
比
、
い
な
は
く
し

め
や
を
の
く
行
に

農
な
き」

た
し
また

し
ま
り
お
て
っ
違

の
家

長
で
子
れ
連

し
る
ゆ
お
。

よ
い

北
・
太
樺
は
父
。
男

と
こ
た
っ
あ
に
実
現
な
う

級
階
の
で
内
隊
軍
た
し

を

辺
底
の
会
社
村

と
場
立
・

。
る
あ
で
男
長
の
家

位
に

さ
下

は
て
く
な
え
考
も
方

出
へ
道
海

士
下
、
と
」
い

。
る
い
て
し
示

と
」
ぎ
稼

れ
ら
見
も
で
係
関
の

＋

説
の
」
き
が

ば
え
例
。
る

手
。
た
っ
あ

葉
言
の
」
は

民
農

か
の
で
面
な
的
体
肉
と
こ

い
て
れ
さ
用
引
で
明

り
ぎ

、
る

に
う
よ
る
れ
さ
示
に

達
俺

を
文
本
の
紙

砲
に
去
過
、

章
文
の
こ
、
と
る
見

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

士
兵
民
農
は
隊
軍
は
で
」

者
な
楽
は
度
今
も

っ
と
に

教
の
隊
兵

遊
日
毎
。
よ
だ

に

り
お
て
け
受
を
練
訓
育

て
い
続

て
方
仕
て
く
し
ら
鹿
馬

な
は
で
」
所
い
し
苦
く
辛

と
」
だ
の
も
な
う
よ
ぶ

か

召
の
度
再
回
今
、

文
う
い

琴
。
い
な
が

た
っ
な
と
集

に
拝
参
回
二
は
に
平

五
四
六

う
い
と
た
っ

、
は
士
兵
の
章

と
あ

度
今

っ
行

で
士
兵
の
」
隊
充
補

部
全
隊
中
。
た）

五
二

＋



年
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法
館
命
立

号
四
・
三

一
七
二

＋

四
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号
二
七
二
・

六

）
六
二

と
」
だ
の
も

る
あ
と
」
だ

や
歴
育
教
や

の
ら
か
」
紙

さ
明
究
ら
か

り
た
当
、
う

練
訓
育
教
、
く
如

兵
民
農

態
状
う
い

と
ほ
も
習
演
・

証
実

あ
で
う
よ
た
っ
あ
に

と
の
も
た
し
示
を
論
結
的

況
状
や
場
立
の
内
隊
軍

は

お
が
き
続
手
の
前

て
し
そ

要
必
る
れ

必
る
れ
わ
な
こ

士

。
う
ろ
だ
の
た
っ
あ
が

テ
の
つ
一
う
も
の
」
争
論

、
ず
れ
わ
行
ど
ん

マ
ー

に
れ
こ
。
る

し
も
何
だ
ま

ず
ら
限う

よ
い
な
え
い

き
が
と
あ

内
隊
軍

り
ま
つ
。
る
あ
で

、
く
つ
び
結
に
場
立
の
で

の
ら
彼
、
し
た
っ
あ
が
要

い
を
士
兵
民
農
、
は

紙
手

。
い
な
居
て

す
識
認
に
か

で
」

な
来
出
だ
ま
も
習
演

が
み
込
い
思
は
に
明
説
の

あ

個
、
も
紙
手
の
士
兵
民
農

技
や
力
能
の
自
独

村
に
別

表
は
に
」

さ
連
関
に
）
能

る

動
行
と
顔
の
別
い
な
れ

角
視
の
識
認
の
そ
、
か
の

な
楽
ー
ま
。
ね
し
い

立
や

も
し
ず
必
、
りせ

位
地
の
で
中
の
家
と

手

そ
、
も

い
と
く
解
み
読
て

っ
ぐ
め
を
場

点
視
た
し
う

和
平

て
っ
あ
で
論

議
の
て

は
義
主

＋

あ
に
前
戦
は

立
り
成
で
形

知
も
か
的
般

ろ
あ
で
か
ら

根
は
れ
こ
、

そ
、
ず
ら
わ

過
、

〇
五
九
一
は
に
的
本

起
り
掘
の
験
体
争
戦
の
去

し
。
た
っ
あ
で
の
も
つ

こ

清
日
、
は
て
っ

争
戦
し
か

界
世
。
う

の
争
戦
露
日
・

れ

の
去
過
、
も
て
見
に
的

戦
の
本
日
り
ま
つ
。
い
な

り
成
で
形
の
自
独
の

の
後

立
成
に
代
年

る
い
て
っ
立

や
し

主
和
平
の
後
戦
た
し

と
動
運
る
す
を
録
記
の
そ

、
は
憶
記
の
験
体
実
の

、動
自
に
常し

む
、
が
」
憶
記
的
民
国

、
は
憶
記
の
争
戦

外
排
ろ

義
主
和
平

主
家
国
の
在
現

こ

の
自
独
ん
へ
い
た
、
は

い
て
け
欠
が
覚
自
の
へ
と

や
問
疑
る
す
対
に
義

の
る

争
戦
の
在
現

っ
あ
に
判
批

に
的

の
護
擁
和
平
・
対
反

く
つ
び
結
と
へ
対
反
争
戦

結
に
義
主
国
軍
や
義
主

も

肯
と
隊
軍
や
義

て
い
つ
び

出
で
形

て
し
合
接
に
的
定

あ
で
の
る
い
て
っ
が
上
来

戦
。
う
思
と
た

。
る
あ
で

た
い
つ
び
結
が
思
意

の
後

た
い

れ
そ
。
い
な
は
で
の

が
例
る
い

明
も
ら
か
と
こ

も
に
れ
そ
、
り

一
ろ
し
む

か
か

＋

戦

か
の
く
つ
び

問
で
こ
こ

題
っ
よ
に
れ
そ

行
の
下
時

戦
の
去
過
、
は
の
る
な
に

。
る
あ
で
点
う
い
と

体
争

も
に
中
の
動

和
平
の
後
戦

こ
て

に
観
値
価
の
後
戦
、

い
て
け
つ
び
結
を
者
両
の

、
と
録
記
や
憶
記
の
験

た

て
っ
あ
に
義
主

戦
の
在
現

が
な
つ

方
一
は
れ
そ
、
は

の
軍
反
・
戦
非
な
う
よ
る

体
争
戦
の
民
庶
に
際
実
。

擁
和
平
・
対
反
争

中
の
験

体
全
、
で

が
と
思
意
の
護

契

一
力
協
争
戦
は
て
し
と

れ
そ
て
し
と
た
っ
あ
が
機

中
最
の
争
戦
、
も
に

回
を

る
な
か
い
、

戦
た
じ
感
に

れ
さ
潰
り
塗
に
色

結
で
形

、
し
こ
起
り
掘
、
し
想

る国
軍
や
問
疑
の
へ
争

＋ ＋

ト
ン
イ
ポ
な

反
の
へ
義
主よ

は
で
れ
そ

つ
一
の
争
論の

に
恨
悔
の
そ

り
取
に
う

か
な
少
、
は
発

あ
で
身
中

あ
は
で

の
た
れ
ら
見
ず
ら

戦
非
の
そ
し
か
し
、
が
る

ま
つ
。
た
っ
あ
で
味
意
の

的
倒
圧
に
下
時
戦

り
掘
り

い
て
っ
扱

、
た
し
在
存
に

立

つ
に
点
の
こ
。
か
の
る

て
け
向
に
来
未
、
て
し
脚

こ
う
い
と
恨
悔
。
る

和
平

た
。
る
あ
で

は
に
中
の
と

反
・

に
下
時
戦
の
こ
、
だ

ル
ベ
レ
の
け
だ
れ
ど
が
軍

方
仕
の
定
認
や
し
こ
起

、

く
多
の
人
本
日

易
安
、
が

戦
て
い

れ
さ
流
に
争
戦
が

過
、
は
で
義
主
和
平
の
後

よ
し
覚
自
を
任
責
る
守
を

一
ら
が
な
い
弱
、

し
と
う

た
し
在
存

な
的
徳
道
の
種

質

の
機
契
の
戦
反
・
戦
非

中
の
そ
、
か
の
た
っ
あ
に

と
か
い
な
は
で
の
な

が
身

力
協
に
れ
そ

で
い
問
う
い

の
去

の
後
戦
、
を
面
た
し

恨
悔
を
実
事
の
力
協
争
戦

こ
こ
は
題
問
。
た
い
て

を

が
識
意
の
任
責

過
、
も
で

起
り
掘

と
る
い
て
れ
ま
含

の
た
れ
わ
問

切
大
は
し
こ義

主
和
平

。
る
あ

の
こ
が返

り
振
て
っ
も

の
ど
は
で

恨
悔
の
へ
動
行
の
去

、
り

徳
道

の
そ
し
か
し
。
う
思

判

責
な
的

は
れ
そ

＋

体
、
り
あ
で

弱
の
義
主
和理

岩
の
者
編

の
そ
、
ば
れ

う
を
題
問
の
任

も
で
点
の

・
前
戦

ず
れ
切
め
詰
く
ま

よ
た
し
に
し
刺
串
を
後
戦

う
思
に
う
よ
た
っ
あ
が
さ

は
で
け
だ
判
批
制

民
農
。

狭
の
野
視

な
か
つ
の
着
決

手

の
ン
ー
タ
パ
動
行
や
さ

、
は
会
談
懇
化
文
村
農
県

の
代
年
〇
五
九
一
、

時
戦

れ
そ
た
ま
、
に

義
主
和
平

支
な
う

度
制
の
か
ら
何
を

っ
あ
で
判
批
の
へ
制
体
配

て
っ
ぐ
め
を
紙
手
の
士
兵

体
主
の
別
個
、
い

に
題
問

、
が
題
問

さ
狭
の
野
視
の

下

さ
覚
自
で
ま
こ
ど
在
現

の
機
契
の
軍
反
・
戦
非
の

と
点
た
れ
優
つ
も
の

り
掘

せ
さ
映
反
に

双
の
点
題
問

）
た

が
と
こ
る
せ
さ
着
定

た
い
て
せ
さ
着
帰
み
の
に

批
制
体
、
は
の
た
っ
な

と

任
責
の
動
行
や

み
の
に
判

服
克
れ

た
っ
あ
で
題
問
の

い
と
、
か
の
る
い
て
れ
さ

、
も
て
い
お
に
方
し
こ
起

た
い
て
え
抱
を
方

批
制
体

に
ず
き
で

。
う
思
に
う
よ

後
戦
、
に
ろ
こ

批
制
体
、

さ
直
安
る
せ
さ
結
帰

平
の

こ
う

す
を
方
い
言
の
別
。

さ
結
帰
に
判

。
る
あ
で
と

味
意
の
そ
て
し
そ

論
る
せ

で

＋

っ
あ
で
争
論

士
兵
民
農

験
体
爆
原
は

、
お
な

民
農

年
〇
六
九
一
、
は
」
争
論

。
う
よ
え
い
と
た

お
に
代

え
支
を
義
主
和
平
の
後
戦

も
る
れ
さ
表
代
に

う
も
た

。
た
っ
あ
で
の

論
再
」
争
論
士
兵

）
澤
赤

和
平
の
後
戦
て
め
改
て
い

非
、
は
柱
の
つ
一

を
義
主

こ
し
か
し

巻
で
ま
員
闘
戦

深
こ
、
は
て
い
つ
に
点
の

題
課
る
す
と
う
よ
せ
さ
化

代
現
な
う
よ
む
込
き

、
に

で
中
争
論
の

の
識
認
の
戦

は
会
機
る
す
場
登
は

七
四
六

題
問

る
す
と
う
よ
し
近
接

た
っ
か
な

れ
こ
、
り
あ
で

）。

）
七
二
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